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症状の有無に関わらず不安な方（一般相談）
コールセンター　　0120－567－177
　（平日：午前８時30分～午後９時）
　（土日祝日：午前８時30分～午後５時15分）

かかりつけ医のいない、症状などのある方
受診・相談センター　　0120－567－747
　（平日、休日問わず24時間対応）

新型コロナウイルスに関する相談



課
題
を
克
服
し
、明
る
く
輝
か
し
い
年
に

福
島
市
議
会
議
長
　
真さ
な
だ田

　
広ひ
ろ
し志

未
知
の
世
界
を
市
民
共
創
で

福
島
市
長
　
木こ

幡は
た

　
　
浩ひ
ろ
し

明 明

雲海に覆われた福島盆地越しに望む朝日

 新年のごあいさつ

 新年のごあいさつ

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

昨
年
は
市
議
会
に
対
し
ま
し

て
格
別
な
る
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
し

た
こ
と
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
の
中
、

３
度
目
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
市
民
の
皆

さ
ま
、
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
感
染
拡
大

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
原
油
価

格
高
騰
や
急
激
な
円
安
に
よ
る
物
価
高
騰
に

よ
り
、
市
民
生
活
、
事
業
活
動
は
さ
ら
な
る

困
難
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
、
市

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
緊
急
会
議
を
開

催
す
る
な
ど
し
、
市
の
施
策
や
取
り
組
み
に

係
る
予
算
な
ど
を
速
や
か
に
議
決
し
、
市
民

生
活
の
支
援
を
積
極
的
に
推
し
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
は
、
福
島
大
笹
生

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
整
備
を
進
め
て

き
た「
道
の
駅
ふ
く
し
ま
」が
開
業
し
ま
し
た
。

県
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ま
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
新
し
い
地
域
振
興
、
交
流
の

拠
点
と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
、
大
変
う
れ

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
福
島
駅
東
口
地
区
再
開
発
事
業

や（
仮
称
）市
民
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
が
本

格
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
大
型
の
施
設
整
備

が
進
み
、
福
島
市
が
活
気
に
あ
ふ
れ
、
市
民

生
活
が
豊
か
に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

も
と
よ
り
、
喫
緊
の
課
題
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
や
物
価
高
騰
に
よ
る
経
済
対
策
で
あ
り
ま

す
。
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
市
議
会
と

い
た
し
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
こ
れ
ら
の
諸

課
題
の
克
服
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
今
年
の
干
支
、
う
さ
ぎ
の
よ
う
に
、

コ
ロ
ナ
禍
や
経
済
不
安
を
跳
び
越
え
て
、
努

力
が
実
り
、
今
年
こ
そ
、
明
る
く
輝
か
し
い

一
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
住
ん
で
み
た
い
、

住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
市

民
の
声
を
市
政
に
し
っ
か
り
届
け
る
よ
う
、

市
議
会
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
を
強
化
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
健
康
で
幸
多
き

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。
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ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、「
今
年

こ
そ
は
」の
希
望
を
も
っ
て
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
福
島
市
出
身
の
大
相
撲 
大
波

三
兄
弟
の
真
っ
向
勝
負
の
相
撲
や
サ
ッ
カ
ー

日
本
代
表
の
果
敢
で
諦
め
な
い
戦
い
ぶ
り
が
、

私
た
ち
の
心
を
奮
い
立
た
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
は
４
年
目
に
入
る
今

も
出
口
が
見
通
せ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
を
超
え
る
長
期
化
の
中
、

生
活
ス
タ
イ
ル
は
一
変
し
デ
ジ
タ
ル
化
は
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
。
結
婚
や
出
生
数
が
大
幅
に

減
り
人
口
減
少
も
加
速
し
て
い
ま
す
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
不
穏
な
動
き
が
続
き
、

気
候
危
機
な
ど
に
よ
る
災
害
が
多
発
す
る
中
、

平
和
や
経
済
・
食
料
、
災
害
へ
の
安
全
安
心

に
も
新
た
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
未
曽
有
の
大
災
害
か
ら
の
復

興
と
い
う
未
知
な
る
道
を
歩
ん
で
き
ま
し
た

が
、
今
ま
た
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
変
化
が

多
方
面
か
ら
押
し
寄
せ
る
未
知
な
る
世
界
に

踏
み
入
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

日
々
の
生
活
や
事
業
活
動
を
し
っ
か
り
守

る
一
方
、
こ
う
い
う
状
況
だ
か
ら
こ
そ
変
化

の
先
を
見
据
え
、
人
口
減
少
対
策
や
高
齢
者

に
も
や
さ
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
、
脱
炭
素
化
を

加
速
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

新
年
は「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」の
も
と
、
感
染

防
止
を
徹
底
し
な
が
ら
社
会
経
済
活
動
の
拡

大
を
図
り
、
厳
し
い
生
活
と
地
域
経
済
の
再

生
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
道
の
駅
ふ
く
し
ま
や
新
ま
ち
な

か
広
場
が
オ
ー
プ
ン
し
、
多
く
の
方
々
に
利

用
い
た
だ
い
て
い
る
ほ
か
、
駅
前
再
開
発
や

（
仮
称
）市
民
セ
ン
タ
ー
が
目
に
見
え
て
動
き

出
し
ま
し
た
。
市
内
各
地
の
ま
ち
づ
く
り
を

さ
ら
に
推
進
し
、
そ
の
効
果
を
広
く
波
及
さ

せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
移
住
定
住
を
促
進
す
る
一
方
、
住

み
続
け
た
い
と
思
わ
れ
る
都
市
を
目
指
し
、

災
害
や
医
療
福
祉
へ
の
安
全
安
心
を
高
め
る

と
と
も
に
、
福
島
な
ら
で
は
の
子
育
て
支

援
・
教
育
の
充
実
、
産
業
振
興
、
女
性
が
活

躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

市
民
共
創
で
、
希
望
を
も
っ
て
未
知
な
る

世
界
に
挑
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
と
っ
て
健
康
で
幸
多
き
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、「
今
年

こ
そ
は
」の
希
望
を
も
っ
て
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
福
島
市
出
身
の
大
相
撲 
大
波

三
兄
弟
の
真
っ
向
勝
負
の
相
撲
や
サ
ッ
カ
ー

日
本
代
表
の
果
敢
で
諦
め
な
い
戦
い
ぶ
り
が
、

私
た
ち
の
心
を
奮
い
立
た
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
は
４
年
目
に
入
る
今

も
出
口
が
見
通
せ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
を
超
え
る
長
期
化
の
中
、

生
活
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イ
ル
は
一
変
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デ
ジ
タ
ル
化
は
ス

ピ
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プ
。
結
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や
出
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が
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。
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中
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、
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応
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求
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ま
す
。
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は
、
未
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災
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ら
の
復
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る
道
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し
た

が
、
今
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経
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こ
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の
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変
化
が
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世
界
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踏
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。

　

日
々
の
生
活
や
事
業
活
動
を
し
っ
か
り
守

る
一
方
、
こ
う
い
う
状
況
だ
か
ら
こ
そ
変
化

の
先
を
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。
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図
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。
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市民共創で、高齢者にもやさしいデジタル化特集

▲�対面方式でデジタル活用のお困りごとに丁寧
に対応します。

デジタルで便利で豊かな新ステージへ
～ 福島市デジタル都市宣言 ～

戦略 戦略 １１ デジタルを活用した市民サービスの向上と行政の高度化・効率化

推進施策
• デジタルファーストのサービス向上� • 行政の高度化・効率化　
• マイナンバーカードの普及促進と利活用� • 情報セキュリティの確保
• デジタル活用によるコミュニケーションの強化

• 新たなコミュニティと共生社会の形成� • デジタルを活用した賑わいの創出　　　　　
• 医療のデジタル化と健康づくり� • デジタルを活用した農業や商業の振興　　　
• 子育て支援、教育のデジタル化� • デジタル関連事業者の集積とこれを活かした
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産業活動の活性化

推進施策

戦略 戦略 ２２ デジタルを活用した市民生活を豊かにするまちづくりと産業振興

• 市民総ぐるみのデジタル化� • 市民相互のサポート・学びあい
• デジタル人材の育成・確保推進施策

戦略 戦略 ３３ 市民共創で高齢者にもやさしいデジタル化

ふくしまデジタル推進協議会（令和４年７月11日設立）
■構　成／行政、経済、教育、医療福祉、地域、高齢者、
　　　　　デジタル関連企業など各分野の代表25人
■会　長／福島市長　副会長／福島商工会議所会頭

デジタル化推進のための取り組みを進めています。詳しくは、４ページをご覧ください。

　デジタル化は、コロナ禍を機に、新しい生活様式として急速に進展し、変革・成長の原動力としてその加速が強
く求められています。
　デジタルの活用は、一人ひとりのニーズにあった多様な選択を可能にするとともに、人手不足の解消、商品・サー
ビスの開発・高度化、経営・財政の効率化に寄与します。
　福島市は、市民共創で、高齢者にもやさしいデジタル化を推進し、市民生活と地域活動の全体にわたってデジタ
ル化を浸透させていきます。そして、人とデジタルの融合のもとで、市民生活をより便利で快適に向上させるとと
もに、産業振興など地域の活性化を図り、持続的に発展する都市を形成していきます。
　福島市は、次の３つの戦略に基づき、「デジタルで便利で豊かな新ステージ」を目指すことをここに宣言します。

　令和４年11月30日、福島市デジタル都市宣言を行いました。「デジタルで便利で豊かな新ステージ」を目指します。　令和４年11月30日、福島市デジタル都市宣言を行いました。「デジタルで便利で豊かな新ステージ」を目指します。
■問／デジタル推進課 ■問／デジタル推進課 572ー3943572ー3943

■目　的／官民連携で、地域全体、各分野のデジタル化を推
進し、これを活用することによって、市民一人ひとりが、
デジタル化の便利さや豊かさを実感できる社会を実現する。

福島市デジタル人材バンク 中小企業などの課題をデジタルの力で解決するマッチングサービス

　課題を抱えた市内の中小企業や団体と、市内で活躍したい思いを持つデジタル人材をマッチングし、デジタル
の力で課題解決につなげる「福島市デジタル人材バンク」をスタートしました。

支援依頼支援依頼
申し込み申し込み

デジタル人材デジタル人材
エントリーエントリー

▲個人用 ▲法人用

手続きの流れ
■デジタル人材の登録
❶免許資格や自己PR・企業PRなどを入力してエントリーします。
❷デジタル人材を「福島市デジタル推進パートナー」として登録します。
■デジタル人材と中小企業などのマッチング
❸支援を受ける目的・業務概要・期間の情報とともに支援を申し込みます。
❹中小企業・団体などのニーズに合ったデジタル人材を企業へ橋渡しします。
■デジタル人材と中小企業などの契約
❺デジタル人材と市内中小企業などでサポート契約を締結します。

❺❺サポート契約締結

❶❶エントリー
❸❸支援申込

❹❹マッチングデジタル人材
福島市

デジタル人材バンク
❷❷人材登録

市内中小企業・
団体など

新規

開催日(２日間コース) 会　場
１月27日・28日 ふくふる
２月４日・５日 清水学習センター
２月８日・９日 飯坂学習センター
２月13日・14日 松川学習センター
２月18日・19日 吾妻学習センター
２月20日・21日 北信学習センター
２月25日・26日 信夫学習センター

◀オンライン
　申し込み

シニアICTサポーター育成講座 地域の中で支援し合える仕組み

　高齢者が困ったときに近くで相談できる「シニアICTサポーター」を育
成する講座を開催します。地域活動やボランティアを考えている方、ぜ
ひご参加ください。

■対象者／概ね65歳以上でLINEを使用している方
■時　間／午後１時30分～３時　■費用／無料
■講座内容
１日目（基本編）：LINEのスタンプの使い方、写真の保存方法など
２日目（実践編）：LINEの音声・ビデオ通話、グループ作成など
※市公式LINEや市防災アプリなど、デジタル行政サービスの使い方も実施 。

■その他／�講座受講後は、市が実施する高齢者向けスマホ講座などのサポー
ター（有償ボランティア）として活動していただきます。

■申し込み方法／�右記QRコードからオンライン申し込みまたは講座受付セン
ター（ 080－8603－5544）へ電話で

　　　　　　　　※開催日の14日前までにお申し込みください。

募集

◀オンライン予約

ふくしまデジタルサポートデスク デジタル活用相談窓口 新規

　高齢者など、デジタル活用が不慣れな方向けの相談窓口を開設しまし
た。スマートフォンなどの基本操作やLINEの使い方など、デジタル活
用についてお気軽にご相談ください。
■開設場所
　 •市役所１階（毎週水曜日）※１月４日、３月29日を除く。
　 •アオウゼ（毎週金曜日）※１月６日、３月31日を除く。
■定　員／予約優先制で１日５人、各回30分まで
　❶午前９時～ ❷午前９時35分～ ❸午前10時10分～
　❹午前10時45分～ ❺午前11時20分～
■費　用／無料
■申し込み方法／右記QRコードからオンライン予約または
　　　　　　　　コールセンター（ 090－7301－0951）へ電話で
　　　　　　　　※開催日の３日前までにお申し込みください。

ふくしま 市政だより 令和５年１月号



■接種実施日／１月11・14・25・29日 要予約
　※予約状況に応じて変更する場合があります。
■予約方法／オンライン予約か予約センターへ電話で
　※詳しくは接種券に同封の案内をご覧ください。

！

救急車は正しく利用しましょう
▶下記のような間違った利用はしないでください。

武田社ワクチン（ノババックス）ってどんなワクチン？
● �インフルエンザワクチンなどと同じ組み換えタンパクワクチンという種類のワクチンで、他のワクチンにアレル
ギーがある方でも接種できる可能性があります。※事前にかかりつけ医にご相談ください。

● オミクロン株対応ワクチンではない従来型のワクチンです。

武田社ワクチン（ノババックス）を３～５回目として接種した場合、オミクロン株対応ワクチンを受けられない
ことになるので、ご注意ください。

■対　象／�２回接種を完了した18歳以上で、３・４・５
回目用のいずれかの接種券を持っている方

　※オミクロン株対応ワクチンを接種済みの方は対象外。
■前回接種からの接種間隔／６カ月以上
■接種会場／NCVふくしまアリーナ

アレルギーなどでmRNAワクチン以外の接種を希望する方のた
め、武田社ワクチン（ノババックス）の接種を実施します。
■問／新型コロナワクチン相談センター
　　　 050−5577−2804 午前９時～午後７時
　　　　※土日祝日も対応。１月１～３日は休み。

新型コロナワクチン接種関連情報

武田社ワクチン（ノババックス）の
３～５回目接種を実施します

新型コロナに関することは　県受診・相談センター　 0120−567−747（毎日24時間対応）

総務省消防庁ホームページより

夜、受診を迷ったらこちらへ相談

夜間に急な病気やけがをした際、応急手当の方法、受診や救急車要請の必要性に
対して専門家による助言が受けられます。

夜間救急電話相談 ＃7799（毎日午後７時～翌朝午前８時）

夜間急に子どもの身体の具合が悪くなったとき、家庭で可能な対処法などをアドバイスし、
必要があれば受診可能な医療機関を案内します。

＃8000（毎日午後７時～翌朝午前８時）こども救急電話相談

新型コロナ拡大に伴うお願い

救急車や救急外来の
適正利用にご協力ください

新型コロナウイルス感染症などにより、市内の医療提供体制に
影響が出ています。必要な方が必要なときに医療を受けられる
よう、ご協力をお願いします。
■問／保健所保健総務課　 0570−007670
　　　　　　　　　　　　　　（保健福祉センターナビダイヤル）

急を要する場合以外は、救急外来や休日・夜間診療を避け通常の診療時間内に受診しましょう
▶市内の確保病床使用率が高い水準で推移するなど、医療提供体制に大きな負荷がかかっています。
　救急外来や休日・夜間診療の不適切な利用が、さらに負荷をかけることになります。

防災と災害情報メールマガジンをご利用ください　
災害情報などをお知らせするメール配信サービスを行っています。メールアドレスを登録すると、
情報を受け取ることができます。 � ●問／危機管理室 525－3793

6
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財政 財政 
公表 公表 

令和４年度各会計の予算執行状況 
※表は全て令和４年10月31日現在の数値です（単位：千円）。
� ■問／財政課　 525−3704

①一般会計予算の執行状況
歳　　　　　入 歳　　　　　出

科　目 予算現額（Ａ） 収入額（Ｂ） 収入率（B/A）% 科　目 予算現額（Ｃ） 支出額（Ｄ） 支出率（D/C）%
市 　 　 　 税 40,000,000 24,603,235 61.5% 総　 務　 費 12,363,962 5,074,450 41.0%
地方消費税交付金 7,018,000 4,040,512 57.6% 民　 生　 費 47,065,336 23,700,218 50.4%
地 方 交 付 税 11,800,000 8,230,639 69.8% 衛　 生　 費 19,506,584 6,175,771 31.7%
分担金及び負担金 611,383 303,162 49.6% 農林水産業費 2,264,900 1,012,968 44.7%
使用料及び手数料 1,545,919 831,071 53.8% 商　 工　 費 3,930,730 2,400,571 61.1%
国 庫 支 出 金 33,521,583 8,584,741 25.6% 土　 木　 費 19,204,987 5,155,716 26.8%
県 支 出 金 14,217,423 2,080,049 14.6% 教　 育　 費 13,506,644 5,703,663 42.2%
諸　 収　 入 2,390,064 753,145 31.5% 災 害 復 旧 費 3,910,199 830,234 21.2%
市 　 　 　 債 14,082,200 − − 公　 債　 費 9,363,441 4,619,594 49.3%
そ　 の　 他 10,228,251 12,053,950 117.8% そ　 の　 他 4,298,040 2,000,752 46.6%

計 135,414,823 61,480,504 45.4% 計 135,414,823 56,673,937 41.9%

一般会計
１　予算の状況
　当初予算は1,159億円でしたが、前年度からの繰
越額93億8,813万４千円と新型コロナウイルス感染
症対策や原油価格・物価高騰対策の関連事業を中心
とした補正予算101億2,668万９千円が加わり、予
算現額は、1,354億1,482万３千円となっています。
　令和４年度は、新型コロナウイルス感染症対策を
最優先に、新たな復興創生ステージへの「反転攻勢」
を掲げ、道の駅ふくしまのオープンやまちなか広場
のリニューアル、市民サービスのデジタル化、首都
圏などからの移住定住の促進など、積極的に各種事
業を実施しています。
　また、原油価格・物価高騰対策として、全市民を
対象とした「ふくしま市民生活エールクーポン」の発

行や学校給食の質の確保と保護者負担を軽減する
「福島型給食推進事業」、低所得世帯への給付金支給
など、物価高騰に直面する市民生活の支援を行って
います。
　引き続き、直面する課題にしっかりと向き合い、
政策の効果を出すべき時期や事業を見定めた上で、
必要な事業は先送りすることなく確実かつ迅速に進
めてまいります。

２　執行率
　10月31日現在の執行率は、歳入が614億8,050万
４千円で、予算に対し45.4％（前年度44.8％）の収入、
歳 出 は566億7,393万 ７ 千 円 で41.9 ％（ 前 年 度
44.8％）の支出となっています。

②水道事業会計予算の執行状況 
予算現額（Ａ） 執行額（Ｂ） 収入・支出率（B/A）%

収益的収入 7,741,721 4,285,792 55.4%
収益的支出 7,752,936 3,039,693 39.2%
資本的収入 1,930,181 63,825 3.3%
資本的支出 4,341,421 2,971,985 68.5%

⑤その他の特別会計予算の執行状況 
会計区分 予算現額（Ａ） 歳　　　入 歳　　　出

収入額（Ｂ） 収入率（B/A）% 支出額（Ｃ） 支出率（C/A）%
国民健康保険事業 23,346,782 13,382,049 57.3% 10,710,303 45.9%
飯坂町財産区 122,976 175,161 142.4% 59,988 48.8%
公設地方卸売市場事業 218,233 178,609 81.8% 141,223 64.7%
土地区画整理事業 18,782 13,842 73.7% 11,267 60.0%
介護保険事業 28,009,654 15,228,371 54.4% 13,623,687 48.6%
庁舎整備基金運用 1,001,000 − − − −
後期高齢者医療事業 3,964,342 1,485,430 37.5% 1,362,567 34.4%
青木財産区 1,854 14,365 774.8% 108 5.8%
工業団地整備事業 79,959 2 0.0% 19,644 24.6%
母子父子寡婦福祉資金貸付事業 19,366 25,568 132.0% 10,990 56.7%

計 56,782,948 30,503,397 53.7% 25,939,777 45.7%

③下水道事業会計予算の執行状況 
予算現額（Ａ） 執行額（Ｂ） 収入・支出率（B/A）%	

収益的収入 7,549,773 3,784,130 50.1%
収益的支出 6,989,377 1,639,892 23.5%
資本的収入 5,341,929 176,311 3.3%
資本的支出 8,060,417 4,792,399 59.5%

④農業集落排水事業会計予算の執行状況
予算現額（Ａ） 執行額（Ｂ） 収入・支出率（B/A）%

収益的収入 148,966 66,125 44.4%
収益的支出 148,966 37,442 25.1%
資本的収入 76,386 33,372 43.7%
資本的支出 134,351 68,733 51.2%

公営企業会計・特別会計 

■用語解説■
②水道事業会計予算の執行状況
収益的収支：�水道料金などの収入と水道水を市民の皆さんに届けるための経費
資本的収支：�水道施設を建設・整備・改良するための財源と経費
③下水道事業会計予算の執行状況・④農業集落排水事業会計予算の執行状況
収益的収支：�下水道使用料などの収入と雨水や汚水を処理するための経費
資本的収支：�下水道施設を建設・整備・改良するための財源と経費

臨時災害
ラジオ放送

万一災害が発生した場合、市では、ＦＭポコ（76.2MHz）を「臨時災害ラジオ放送局」として、避
難所やライフラインなどに関する緊急情報をお知らせします。�●問／危機管理室 525−3793
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市
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
す
る
写
真
を
提
供
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア「
市
民
カ
メ
ラ
マ
ン
」を
募
集
し
ま
す
。
写
真
が
趣
味
の
方
、
本
市
の
豊
か
な
自

然
・
文
化
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
方
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

�

■
問
／
広
聴
広
報
課　

５
２
５
︱
３
７
１
０

　
冬
を
味
方
に
！
飲
食
店
や
観
光
施
設
、
温
泉
な
ど
の
対
象
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
っ
て
、
豪

華
賞
品
を
手
に
入
れ
よ
う
！
今
年
の
冬
は
、
ほ
っ
こ
り
巡
っ
て
ち
ょ
う
ど
い
い
旅
を
♪

�

■
問
／
観
光
交
流
推
進
室　

５
１
５
︱
６
０
１
２

■
応
募
資
格

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

❶
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方（
高
校

生
を
除
く
）❷
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
で
き
、
電
子

メ
ー
ル
で
や
り
と
り
で
き
る
方
❸
本
人

所
有
の
デ
ジ
タ
ル
一
眼
カ
メ
ラ（
一
千

万
画
素
以
上
）に
よ
る
撮
影
と
、
電
子

デ
ー
タ
で
の
提
出
が
可
能
な
方
❹
本
市

職
員
で
な
い
方

■
募
集
定
員
／
６
人
以
内

■
任
期
／
４
月
１
日
～
令
和
６
年
３
月

31
日

■
謝
礼
／
年
額
１
万
円

■
応
募
締
切
／
２
月
３
日
㈮
必
着

■
実
施
期
間

１
月
７
日
～
３
月
12
日

■
参
加
方
法

❶
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
Ｃ
Ｊ 

Ｍ
ｏ
ｎ
ｍ
ｏ

パ
ス
」に
ア
ク
セ
ス
し
事
前
登
録

❷
飲
食
店
や
観
光
施
設
な
ど
を
巡
り
、

３
ポ
イ
ン
ト
以
上
貯
め
て
抽
選
に
応
募

２
ポ
イ
ン
ト
獲
得
地
点
：
市
内
宿
泊
施

設
、
飲
食
店
、
有
料
観
光
施
設（
宿
泊

施
設
含
む
）、
ふ
く
し
ま
ス
イ
ー
ツ
・

プ
レ
ミ
ア
ム
認
証
店
な
ど

１
ポ
イ
ン
ト
獲
得
地
点
：
旧
堀
切
邸
、

四
季
の
里
な
ど
無
料
観
光
施
設

※
ス
ポ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、
獲
得
で
き
る

ポ
イ
ン
ト
数
が
異
な
り
ま
す
。

■
賞
品

・
10
ポ
イ
ン
ト
：
福※

島
三
名
湯
よ
く
ば
り

宿
泊
補
助
券
な
ど（
３
万
円
相
当
）…
５
人

・
５
ポ
イ
ン
ト
：
道
の
駅
ふ
く
し
ま
商

品
券
な
ど（
１
万
円
相
当
）
…
40
人

・
３
ポ
イ
ン
ト
：
ふ
く
し
ま
ス
イ
ー

ツ
・
プ
レ
ミ
ア
ム
詰
め
合
わ
せ
な
ど

（
５
千
円
相
当
）
…
90
人

■
応
募
方
法
／
福
島
市
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
ま
た
は
、
申
込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
取
得
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
作
品
５
点
を
添
え
て
郵
送
か
持
参

で■
選
定
／
庁
内
選
定
会
で
選
定
後
に
結

果
を
通
知
。
な
お
、
定
員
に
満
た
な
い

場
合
で
も
、
選
任
し
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

あ
な
た
の
写
真
で
福
島
市
を
Ｐ
Ｒ

市
民
カ
メ
ラ
マ
ン
募
集

「
ち
ょ
う
ど
い
い
旅
、
ふ
く
し
ま
ス
テ
イ
。」

冬
満
喫
、
ほ
っ
こ
り
デ
ジ
タ
ル
ラ
リ
ー

令
和
５
年
度
償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）の

申
告
は
１
月
31
日
㈫
ま
で

ふ
く
し
ま
ス
イ
ー
ツ
・
プ
レ
ミ
ア
ム

認
証
品
を
販
売
し
ま
す
！

新
た
な
広
聴
制
度
が
始
ま
り
ま
す

～
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
～

　
土
地
や
家
屋
以
外
の
事
業
用
資
産
は
償
却
資
産
と
い

い
、
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。
飲
食
業

や
美
容
業
、
駐
車
場
や
ア
パ
ー
ト
の
貸
し
付
け
な
ど
、

事
業
を
営
ん
で
い
る
方（
法
人
、
個
人
と
も
）で
、
機
械
、

設
備
な
ど
の
資
産（
償
却
資
産
）を
市
内
に
所
有
し
て
い

る
場
合
は
、
期
限
ま
で
に
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

�

■
問
／
資
産
税
課　

５
２
５
︱
３
７
３
０

■
申
告
期
限
／
１
月
31
日
㈫

■
主
な
償
却
資
産

❶
屋
外
給
排
水
設
備
な
ど
の
建
物
附
属
設
備
で
、
固
定

資
産
の
家
屋
の
評
価
対
象
で
な
い
も
の

❷
借
り
て
い
る
建
物
に
取
り
付
け
た
建
物
附
属
設
備

（
内
装
工
事
な
ど
）

❸
駐
車
場
舗
装
な
ど
の
外
構
工
事
、
構
築
物

❹
機
械
装
置
、
工
具
、
器
具
、
備
品

❺
大
型
特
殊
自
動
車

❻
船
舶

❼
航
空
機　
な
ど

※
令
和
４
年
度
ま
で
に
申
告
が
あ
っ
た
方
に
は
、
令
和

５
年
度
償
却
資
産
申
告
書
を
12
月
16
日
に
発
送
し
ま
し

た
。

　
モ
モ
や
リ
ン
ゴ
な
ど
の
市
産
農
産
物
を
使
っ
た
ス

イ
ー
ツ「
ふ
く
し
ま
ス
イ
ー
ツ
・
プ
レ
ミ
ア
ム
」認
証
品

を
販
売
し
ま
す
！

　
自
分
へ
の
ご
褒
美
や
手
土
産
な
ど
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
♪

�

■
問
／
観
光
交
流
推
進
室　

５
７
２
︱
５
７
１
８

県
観
光
物
産
館（
コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
１
階
）

■
と
き
／
１
月
６
～
12
日

午
前
９
時
30
分
～
午
後
７
時

■
と
こ
ろ
／
入
口
催
事
ス
ペ
ー
ス

道
の
駅
ふ
く
し
ま

■
と
き
／
１
月
16
～
22
日

午
前
９
時
～
午
後
６
時

■
と
こ
ろ
／
特
設
コ
ー
ナ
ー（
ロ
ゴ
の
看
板
が
目
印
。

販
売
員
は
常
駐
し
ま
せ
ん
）

　
開
か
れ
た
市
政
の
推
進
の
た
め
に
こ
れ
ま
で
の「
市

長
直
通
便
」に
代
わ
る
新
た
な
制
度「
市
民
の
声
」を
開

始
し
ま
し
た
。
広
く
市
民
の
意
見
や
要
望
を
受
け
付
け

る
と
同
時
に
、
そ
の
内
容
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
で
市

民
共
創
を
図
り
ま
す
。

�

■
問
／
広
聴
広
報
課　

５
６
３
︱
７
４
８
８

■
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
／
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た
ご

提
案
、ご
要
望
、苦
情
な
ど
の
内
容
を
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
提
案
者
と
市
の
間
の

み
で
の
や
り
と
り
で
し
た
が
、
内
容
を
共
有
化
す
る
こ

と
で
市
の
考
え
方
を
広
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
疑
問
解
消
と
、
よ
り
市
政
に
反
映
可
能
な
提

案
な
ど
の
掘
り
起
こ
し
を
図
り
ま
す
。

■
制
度
概
要
／
❶
受
け
付
け
方
法
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
、
フ
ァ
ク
ス
、
郵
送
で
❷
回
答

は
意
見
の
要
旨
と
一
緒
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

❸
提
出
者
に
対
し
て
、
希
望
に
よ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

載
の
連
絡
な
ど
を
行
う
❹
市
の
施
策
に
反
映
可
能
な
提

案
は
個
別
に
回
答
も
行
う

■
開
始
時
期
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
受
け
付
け
は
令

和
５
年
１
月
１
日
㈷

※
そ
の
他
受
け
付
け
は
１
月
４
日
㈬
か
ら
。

■
専
用
用
紙
の
設
置
場
所
／
各
支
所
・
出
張
所
、
各
学

習
セ
ン
タ
ー
、
広
聴
広
報
課
、
本
庁
１
階
総
合
案
内
な

ど
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
場
所
に
設
置 

■
そ
の
他
／
❶「
市
民
の
声
」の
開
始
に
伴
い
、「
市
長

直
通
便
」は
受
け
付
け
を
停
止
し
ま
し
た
。
❷
市
の
各

事
業
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
、
個
別
に
回
答
を
希
望
す

る
事
案
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
直
接
担
当
課
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　主な償却資産の例　　
◆建設業
油圧ショベル、
ブルドーザーなど

◆理容・美容業
理・美容椅子、
洗面設備など

◆小売店・飲食店
商品陳列ケース、
厨房設備など

◆発電事業
太陽光パネル、
パワーコンディ
ショナーなど

◆アパート・駐車場
フェンス、物置、
駐車場舗装など

令和４年度認証商品

▲カヌレ・ルージュ
（カフェドフルール）

▲りんごのシューアイス
（マン・ドゥ・シャトン）

▲「ふくしまスイー
ツプレミアム」
公式サイト ▲茶トラのポンム

（マン・ドゥ・シャトン）

ふくしま 市政だより 令和５年１月号

▲詳しい対象ス
ポットなどは

　こちらから

▲詳しくは
　こちらから

【あづま総合運動公園のイチョウ並木】
市民カメラマン：鹿

かの
股
また
彩
あや
乃
の
さん

【福島競馬場】
市民カメラマン：半

はん
沢
ざわ
剛
たけ
司
し
さん

1/7
スタート!

こ
れ
ま
で
の
市
民
カ
メ
ラ
マ
ン
の

作
品
は
こ
ち
ら
か
ら
　
　
　
　
　
▼

ふくしままちなかイベントカレンダー ホームページで情報公開中！
アドレス：https://fukushima-event.com

●問／福島商工会議所
　　　 536－5511

※�

福
島
三
名
湯

そ
れ
ぞ
れ
の

宿
泊
補
助
券

が
セ
ッ
ト
。



時とき　場会場　内内容　講講師　対対象　定定員　料料金　持持参物　申申し込み方法　問問い合わせ　 電話　 ファクス

1011

４
月
７
日
、
５
月
10
日
、
５
月
17
日
、

６
月
14
日
、
７
月
12
日

サ
ン
ラ
イ
フ
福
島

�

553
―
５
５
２
９

◉
旬
の
素
材
を
活
か
し
た
季
節
の
料
理
教
室

時
２
月
16
日
㈭
午
前
10
時
～
午
後
０

時
30
分　
定
12
人
（
先
着
順
）

料
500
円　
申
１
月
21
日
㈯
午
前
９
時

か
ら
電
話
で

こ
む
こ
む�

524
―
３
１
３
１

開
館
時
間
／
午
前
９
時
30
分
～
午
後
７
時

１
月
２
・
３
日
は
午
後
５
時
ま
で

休
館
日
／
１
月
１
・
10
・
17
・
24
・
31
日

☆
新
春
初
爆
笑
‼

星ほ
し
に
い兄
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
☆

時
１
月
15
日
㈰
午
前
11
時
～
正
午
、

午
後
２
～
３
時　
内
新
春
初
笑
い
企

画
！
空
を
見
上
げ
て
み
ん
な
で
笑
い

ま
し
ょ
う
！

ゲ
ス
ト
／
星
兄
さ
ん

定
各
回
120
人
（
当
日
先
着
順
）

☆
星
と
ア
ロ
マ
の
ひ
と
と
き

～
香
る
ぬ
く
も
り 

冴
ゆ
る
星
～

時
１
月
20
日
㈮
❶
み
ん
な
に
や
さ
し

い
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
／
午
後
３
時
～

３
時
45
分
❷
お
仕
事
あ
と
の
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
／
午
後
７
時
～
７
時
45
分

内
ア
ロ
マ
の
香
り
と
と
も
に
満
天
の

星
を
見
上
げ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

定
各
回
120
人
（
当
日
先
着
順
）

※
❷
未
就
学
児
入
場
不
可
。

☆F

フ
ィ
ー
リ
ン
グ

eeling P

プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム

lanetarium

冬
の
星
空
か
ら
宇
宙
を
み
つ
め
る

時
１
月
28
日
㈯
午
後
１
時
15
分
～
２

時
15
分　
内
目
の
不
自
由
な
方
も
楽

定
40
人（
申
込
者
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
１
月
20
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
、

往
復
は
が
き
の
往
信
裏
面
に
❶
希
望

講
座
名
❷
住
所
❸
氏
名
❹
電
話
番
号

を
、
返
信
表
面
に
住
所
・
氏
名
を
明

記
の
上
、
じ
ょ
ー
も
ぴ
あ
宮
畑
ま
で

郵
送
で
（
１
枚
に
つ
き
１
人
分
）

御
倉
邸�

522
―
２
３
９
０

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
６
時

休
館
日
／
毎
週
火
曜
日
、
１
月
１
日
㈷

◉
御
倉
邸
で
お
正
月

時
１
月
15
日
㈰
午
前
11
時
～
午
後
３
時

内
コ
マ
作
り
や
語
り
部
に
よ
る
福
島

の
民
話
の
お
話
し
、
糸
柳
会
に
よ
る

お
琴
の
演
奏
。
お
ぐ
ら
茶
屋
で
は
お

雑
煮
の
販
売
を
行
い
ま
す
。

料
コ
マ
作
り
体
験
料
：
500
円

◉
聞
き
に
こ
ら
ん
し
ょ
昔
話�

無
料

時
１
月
22
日
㈰
午
前
11
時
～
午
後
２

時
30
分　
内
民
話
茶
屋
の
会
の
方
々

に
よ
る
民
話

◉
第
114
回
市
民
定
例
「
茶
会
」�

無
料

時
２
月
19
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
３
時

内
表
千
家
同
門
会
県
北
方
部
の
方
々

に
よ
る
お
茶
の
振
る
舞
い　
定
75
人

（
先
着
順
）　
申
２
月
１
日
㈬
午
前
10

時
か
ら
電
話
で（
１
通
話
２
人
ま
で
）

小
鳥
の
森�
531
―
８
４
１
１

開
館
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

休
館
日
／
１
月
１
～
３
・
10
・
16
・
23
・
30
日

◉
森
の
宝
も
の
探
し�

無
料

時
１
月
４
～
31
日

内
小
鳥
の
森
で
宝
も
の
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
た
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶

バ
ッ
ジ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
宝
も
の
は

四
季
の
里�

593
―
０
１
０
１

開
館
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
９
時

休
園
日
／
１
月
１
～
３
日

◉
今
年
の
干
支
「
う
さ
ぎ
」
の
フ
ォ

ト
フ
レ
ー
ム
作
り
体
験

時
１
月
21
～
23
日
❶
午
前
10
時
30
分

❷
午
後
１
時
30
分　
内
園
内
で
採
れ

た
草
花
を
使
用
し
て
今
年
の
干
支
で

あ
る
う
さ
ぎ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
を
作
り
ま
す
。

ビ
ー
ル
園
で
の
ラ
ン
チ
付
き

定
各
回
６
人（
先
着
順
）　
料
３
千
円

申
３
日
前
ま
で
に
電
話
で

市
民
会
館�

535
―
０
１
１
１

開
館
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
９
時

受
付
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時

施
設
点
検
日
は
午
後
５
時
ま
で

休
館
日
／
１
月
１
～
３
日

※
休
館
日
は
申
請
手
続
き
も
不
可
。

内
次
の
日
は
、
施
設
点
検
日
の
た
め

終
日
部
屋
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
１

月
18
日
、
２
月
15
日
、
３
月
29
日
、

４
時
30
分

◉
年
中
行
事
「
小
正
月
」�

無
料

時
１
月
９
日
㈷
午
前
10
時
～
正
午

内
ど
ん
ど
焼
き
、
行
事
の
説
明
・
昔

話
、
だ
ん
ご
さ
し

◉
だ
る
ま
展
示�

無
料

時
１
月
29
日
㈰
ま
で
午
前
９
時
～
午

後
４
時
30
分

内
寄
贈
さ
れ
た
「
だ
る
ま
」
を
展
示

す
る
ほ
か
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
も
実
施

※
詳
し
く
は
民
家
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◉
年
中
行
事
「
節
分
」�

無
料

時
１
月
29
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午

内
や
っ
か
が
し
（
イ
ワ
シ
の
頭
を
刺

し
た
豆
枝
と
ヒ
イ
ラ
ギ
）
の
各
民
家

門
口
へ
の
取
り
付
け
、
豆
ま
き
、
行

事
の
説
明
、
昔
話

～
11
時
30
分
、午
後
の
部
１
～
３
時

※
時
間
制
で
要
予
約
。

内
❶
縄
文
魚
釣
り
❷
土
偶
輪
投
げ

対
小
学
生
と
保
護
者　
申
電
話
で

◉
縄
文
も
の
づ
く
り
体
験

時
❶
１
月
８
日
❷
１
月
９
・
15
・
29

日
、
２
月
５
日
❸
１
月
22
日
い
ず
れ

も
午
前
の
部
10
時
、
午
後
の
部
１
時
、

２
時
30
分
開
始
※
時
間
制
で
要
予
約
。

内
❶
土
偶
❷
勾ま

が
た
ま玉
❸
土
偶
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー　
対
小
学
生
と
保
護
者

定
各
回
15
人（
先
着
順
）

料
❶
200
円
❷
❸
300
円　
申
電
話
で

◉
親
子
で
学
ぶ
縄
文
人

【
第
３
回
あ
な
た
だ
け
の
し
ゃ
が
む 

土
偶
を
作
ろ
う
】

時
１
月
22
日
㈰
午
前
の
部
10
時
～
正

午
、午
後
の
部
１
時
30
分
～
３
時
30
分

内
実
物
大
の
し
ゃ
が
む
土
偶
を
作
り

ま
す
。　

対
小
学
生
～
一
般（
小
学

３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定
各
回
５
人（
先
着
順
）
料
400
円　

持
汚
れ
て
も
よ
い
服
装　
申
1
月
４

日
㈬
か
ら
電
話
で

◉
宮
畑
講
座　
第
４
回

月
崎
Ａ
遺
跡
か
ら
見
る
縄
文
時
代

中
期
の
社
会�

無
料

時
２
月
18
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
３
時

内
縄
文
時
代
中
期
の
拠
点
的
な
集
落

で
あ
る
月
崎
Ａ
遺
跡
に
つ
い
て
、
土

偶
や
縄
文
土
器
の
在
り
方
か
ら
地
域

的
な
特
性
を
分
か
り
や
す
く
解
説

催
　
し

親
子
で
凧
作
り�

無
料

１月時
１
月
８
日
㈰
❶
午
前
10
時
～
正
午

❷
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
じ
ょ
ー
も
ぴ
あ
宮
畑

内
ビ
ニ
ー
ル
を
使
っ
た
簡
単
凧
作
り
。

ペ
ン
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
土
偶
を
描
き
、

公
園
で
飛
ば
し
ま
す
。　
対
小
学
生

以
上　
定
各
回
15
人（
当
日
先
着
順
）

持
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

問
文
化
振
興
課

525
―
３
７
８
５

施
　
設

だ
よ
り

開
館
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日
／
１
月
１
～
３
・
10
・
17
・

24
・
31
日

じ
ょ
ー
も
ぴ
あ
宮
畑

（
〒
960
︱
８
２
０
１　
岡
島
字
宮
田
78
）�

�

573
―
０
０
１
５

◉
縄
文
体
験�

無
料

時
❶
１
月
６
・
14
・
28
日
❷
１
月

７・21
日
、２
月
４
日
午
前
の
部
10
時

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
確
認
し
、

写
真
を
撮
っ
て
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
見
せ

て
く
だ
さ
い
。

◉
冬
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ�

無
料

時
１
月
26
日
㈭
午
前
９
時
30
分
～
正
午

※
小
雨
決
行
（
雨
天
中
止
）。

対
18
歳
以
上

定
10
人
（
先
着
順
）

持
双
眼
鏡
（
無
料
貸
し
出
し
あ
り
）、

防
寒
着
、
歩
き
や
す
い
靴

申
電
話
で

民
家
園�

593
―
５
２
４
９

開
園
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

閉
園
日
／
毎
週
火
曜
日
、
１
月
１
〜
３
日

◉
お
正
月
遊
び
体
験�

無
料

時
１
月
４
～
８
日
午
前
９
時
～
午
後

お
知
ら
せ

１月

　
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
施
設
情
報
な
ど
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
情
報
は
、
各
主
催
の
問
い
合
わ
せ
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※ のマークは
　絵本の読み聞かせ 共通  無料図書館コーナー　１月

施　設 行　事 日　付 時　間 対　象

市立図書館
531−6551

午前９時30分
～午後７時
※日曜日・祝日は
午後５時30分
まで

１月の休館日／
１～３・10・17・
23～31日

どようびの
おはなし会

１月
７・14・21日

午後２時、
午後２時
30分

対４歳～小学生
定７組（当日先着順）

おひざに
だっこの
おはなし会

１月19日㈭ 午前
10時30分

対３歳児以下と保護者
定７組（当日先着順）

ブックスター
トお渡し会・
ブックステッ
プお渡し会

１月８・12日

ブックス
タート：
午前11時
ブックス
テップ：
午前11時
30分

内プレゼント絵本のお
渡し、家庭での読み聞
かせのアドバイスや絵
本の読み聞かせなど
対ブックスタート・
ブックステップ対象者
定各６組（先着順）
申電話で（要事前予約）

赤ちゃんタイム １月19日㈭
午前７時
30分～
正午

内乳幼児連れの保護
者が、周囲に気兼ねな
く図書館を利用できる
時間を設けます。

貸出２倍
キャンペーン １月22日㈰

内貸出冊数が通常10
冊のところ20冊にな
ります。

※子どもライブラリーは、こむこむの欄をご確認ください。
※状況によっては開催中止となる場合があります。
※臨時休館のため、１月のふくよみの日イベントは行いません。

し
め
ま
す
。
冬
の
星
空
と
宇
宙
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

定
60
人
（
当
日
先
着
順
）

※
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
番

組
案
内
、
料
金
な
ど
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
子
ど
も
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

526
―
４
２
０
０

（
開
館
時
間
／
こ
む
こ
む
に
同
じ
）

◆
全
行
事 

共
通 

参
加
費 

無
料

お
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
の
お
は
な
し
会

時
１
月
５
・
15
日
午
前
11
時

対
３
歳
児
以
下
と
保
護
者

定
５
組
10
人
（
当
日
先
着
順
）

に
ち
よ
う
び
の
お
は
な
し
会

時
１
月
８
日
㈰
午
後
３
時
10
分

対
４
歳
～
小
学
生

定
５
組
10
人
（
当
日
先
着
順
）

お
は
な
し
会
プ
チ

時
１
月
22
日
㈰
午
後
３
時
10
分

対
４
歳
～
小
学
生

定
５
組
10
人
（
当
日
先
着
順
）

旧
堀
切
邸�

542
―
８
１
８
８

開
館
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
９
時

◉
新
年
揮き

ご
う毫
会�

無
料

時
１
月
８
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
３

時
、
１
月
９
日
㈷
正
午
～
午
後
３
時

内
書
家
の
加か

と
う藤
豊ほ

う
じ
ん仭
さ
ん
が
、
皆
さ

ん
の
新
年
の
抱
負
や
目
標
、
好
き
な

言
葉
を
色
紙
に
揮
毫
し
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

◉
書
道
な
ん
で
も
無
料
相
談
所�

無
料

時
１
月
24
・
25
日
❶
午
前
10
時
～
正

午
❷
午
後
１
～
３
時　
対
18
歳
以
上

持
書
道
用
具
一
式

福島市役所 〒960−8601 福島市五老内町3−1　　 535−1111㈹

各種スポーツ教室のお知らせ
教室名 日時（令和５年） 場所 講師 対象・定員 受講料 申込期間 申し込み・問

ソフトリフレッシュ
【全４回】★

２月７・14・21・28日
午前10時～11時30分

福島トヨタ
クラウン
アリーナ

YAGOメディカル
三
さんぺい

瓶　好
このみ

 先生
60歳以上

30人
1500

円

１月
10～12日

NCVふくしまアリーナ
545−9322

午前８時30分～
午後５時

ルーシーダットン
【全４回】★

３月６・13・20・27日
午後７時～８時30分 深

ふ か や
谷　恵

めぐみ
 先生 18歳以上

30人
１月30日～
２月１日

幼児体操Ⅱ
（跳箱・マット・鉄棒）

【全４回】★

２月２・９・16日、
３月２日
午後３時15分～４時30分

YAGOメディカル
滝
たきぐち

口　義
よしみつ

光 先生　ほか
４～６歳

15人 千円 １月
10～12日

ジュニア陸上②
（水曜コース）
【全５回】★

１月25日
２月１・８・15・22日
午後６～７時

東部体育館 菊
き く た

田　明
あきひろ

博 先生 小学１～４年生
35人 ２千円 １月

10・11日
ジュニア陸上②
（金曜コース）
【全５回】★

１月27日、
２月３・10・17・24日
午後６～７時

四季折々①
（パークゴルフ）

【全４回】
２月６・13・20・27日
午前10時～正午

NCVふくしま
パークゴルフ場 市スポーツ振興公社職員 18歳以上

10人 500円 １月23日から
（先着順）

NCVふくしま
パークゴルフ場

572−5786
午前８時30分～
午後５時

※状況によっては開催場所・日時が変更となります。
※★は抽選。申込受付終了日の翌日に受け付けした場所で行います。抽選結果ははがきでお知らせします。
※市スポーツ振興公社ホームページ（https://www.sportspc.jp/）からも、申し込み可。

ふくよみの本棚 内本館２階では「本の福袋」を開催中。福袋には、テーマごとに３冊の本が入っています。どんな本かは借
りてみてのお楽しみ！無くなり次第終了ですのでお早めにどうぞ。　問市立図書館　 531−6551

図書館システム更新に
伴う休館のお知らせ

休　館／1月24日～1月31日
※図書館本館は１月23日～１月31日。
　本館、西口、子どもライブラリー、各学
習センター図書室を休館します（本館は
施設改修のため23日から休館）。この期間
の貸し出し、予約、貸出期間の延長、ウェ
ブサイトからの検索・予約はできません。
問市立図書館　 531−6551



時とき　場会場　内内容　講講師　対対象　定定員　料料金　持持参物　申申し込み方法　問問い合わせ　 電話　 ファクス

1213

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド

�

536
―
５
６
０
０

開
館
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
８
時

休
館
日
／
１
月
16
日
㈪

※
年
末
年
始
は
休
ま
ず
開
館
。

◉
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

時
１
月
15
日
㈰
午
後
１
～
３
時

内
う
つ
く
し
ま
芸
人
会
に
よ
る
寄
席

料
大
浴
場
休
憩
室
利
用
料
：
一
般
300

円
、
小
中
学
生
150
円

◉
グ
ル
ー
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ�

無
料

時
１
月
22
日
㈰
午
前
９
時
50
分
～
11

時
30
分　
内
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら

市
内
を
10 

km
程
度
ゆ
っ
く
り
走
っ
た

後
、
入
浴
・
休
憩
し
ま
す
。

定
10
人
（
当
日
先
着
順
）

◉
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

時
１
月
29
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
２

時
30
分　
内
古
関
メ
ロ
デ
ィ
な
ど
の

演
奏　

料
大
浴
場
休
憩
室
利
用
料 

一
般
300
円
、
小
中
学
生
150
円

古
関
裕
而
記
念
館

�

531
―
３
０
１
２

開
館
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
／
１
月
１
〜
３
日

入
館
料
／
一
般
300
円
（
団
体
240
円
）、

小
・
中
学
生
100
円
（
団
体
80
円
）

※
団
体
は
20
人
以
上
。

◉
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
の
調
べ

時
１
月
14
日
㈯
午
後
２
時
～
３
時
30
分

演
奏
／
星ほ

し

由ゆ

か

こ
佳
子
さ
ん
（
メ
ゾ
ソ
プ

ラ
ノ
）、
中な

か
む
ら村
敏と

し
ひ
こ彦
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

定
70
人（
先
着
順
）　
申
１
月
４
日
㈬

午
前
９
時
か
ら
電
話
で

花
の
写
真
館�

563
―
４
９
９
０

開
館
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

休
館
日
／
１
月
１
～
３
日

◉
第
82
回
国
際
写
真
サ
ロ
ン�

無
料

時
１
月
21
～
29
日

内
第
82
回
国
際
写
真
サ
ロ
ン
で
入
賞

し
た
海
外
作
品
55
点
、国
内
作
品
45
点
、

Ｕ
30
部
門
11
点
の
計
111
点
を
展
示

【
共
同
浴
場
】
り
ん
ご
湯

１月時
１
月
９
日
㈷
午
前
６
時
～
午
後
10
時

場
波
来
湯
、鯖
湖
湯　
内
飯
坂
の
農

家
の
り
ん
ご
を
波
来
湯
・
鯖
湖
湯
に

浮
か
べ
ま
す
。
寒
い
冬
に
り
ん
ご
湯

で
体
と
心
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

料
波
来
湯
：
大
人
（
12
歳
以
上
）300

円
、小
人
150
円

鯖
湖
湯
：
大
人
（
12
歳
以
上
）200
円
、

小
人
100
円

問
市
観
光
開
発
株
式
会
社

542
―
５
２
２
３

講
　
座

ふ
れ
あ
い
講
座

日
本
刀
と
は�

無
料

１月時
１
月
29
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分　
場
市
民
会
館　
内
日
本
刀

の
歴
史
や
文
化
的
価
値
に
つ
い
て
学
ぶ

講
将ま

さ
ひ
ら
た
ん
と
う
じ
ょ
う

平
鍛
刀
場 

藤ふ
じ
や
す安
将ま

さ
ひ
ら平
さ
ん

定
30
人（
先
着
順
）

申
１
月
４
日
㈬
か
ら
電
話（
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分
）で

問
郷
土
史
料
室
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
、
１
月
１
〜
３
日
休
館
）

563
―
７
８
５
８

消
費
者
啓
発
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座�

無
料

１月時
１
月
31
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
ア
オ
ウ
ゼ　
内
悪
質
商
法
や
な
り

す
ま
し
詐
欺
な
ど
、
消
費
生
活
に
関

す
る
知
識
を
身
に
付
け
、
身
近
な
地

域
で
啓
発
活
動
を
し
て
い
た
だ
く
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座

申
福
島
市
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
か
電
話
で

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

525
―
３
７
７
４

リ
サ
イ
ク
ル
講
座

つ
る
し
雛
作
り
教
室

１月時
１
月
31
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

内
古
布
（
和
布
）
や
端
切
れ
な
ど
を

利
用
し
て
つ
る
し
雛
を
作
製
し
ま
す
。

講
つ
る
し
雛
愛
好
家
の
須す

だ

み
田
美
起き

こ子

さ
ん

対
市
内
在
住
の
方　
定
10
人（
先
着
順
）

料
500
円
（
材
料
代
）　
持
裁
縫
道
具

（
針
、
糸
、
は
さ
み
）、
定
規

申
参
加
費
持
参
の
上
、
１
月
10
～
13

日
（
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
）

に
来
館
で

場
問
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
仁
井
田

字
北
原
３
―
３
、
あ
ら
か
わ
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
内
）

539
―
９
２
５
３

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
総
会
資
料
・

報
告
書
作
成
講
座�

無
料

２月時
２
月
３
日
㈮
午
後
２
～
４
時

内
総
会
資
料
、
年
次
報
告
書
や
助
成

金
な
ど
の
報
告
書
の
作
成
の
仕
方
や

ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
す
。

講
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
所

長 

内う
ち
や
ま山
愛ま

な
み美
さ
ん
ほ
か　
対
県
北
地

区
に
在
住
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る
方

定
20
人（
先
着
順
）

申
電
話
か
、❶
住
所
❷
氏
名
❸
電
話
番
号

を
明
記
の
上
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で

場
問
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

526
―
４
５
３
３　

526
―
４
５
６
０

 f-ssc@
bz01.plala.or.jp

医
療
費
通
知
を
送
付

後期高齢内
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者

の
皆
さ
ん
に
、令
和
５
年
２
月
下
旬

に「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」を
送
付
し

ま
す
。令
和
４
年
１
月
か
ら
12
月
ま

で
の
医
療
費
を
記
載
し
て
い
ま
す
の

で
、自
己
の
健
康
管
理
と
医
療
に
対

す
る
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

受
診
状
況
な
ど
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。な
お
、県
内
全
域
に
順
次
発
送

す
る
関
係
上
、個
別
の
発
送
対
応
は

で
き
ま
せ
ん
。確
定
申
告
を
急
ぐ
場

合
は
、領
収
書
に
よ
り
申
告
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

528
―
９
０
２
５

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
関
す
る
説
明
会

税時
１
月
25
日
、
２
月
８
・
22
日
、
３

月
３
・
24
日
❶
午
前
10
時
30
分
～
正

午
❷
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
ア
オ
ウ
ゼ
小
活
動
室

※
３
月
３
日
㈮
の
み
視
聴
覚
室（
Ｍ
Ａ

Ｘ
ふ
く
し
ま
４
階 

曽
根
田
町
１
―
18
）。

対
１
月
25
日
、
２
月
８
日
の
午
前
は

課
税
事
業
者
向
け
、
そ
れ
以
外
は
免

税
事
業
者
向
け

定
25
～
30
人
（
先
着
順
）

申
問
福
島
税
務
署
法
人
課
税
第
１
部
門

503
―
２
４
１
７
（
直
通
）

介
護
福
祉
士
養
成
科
の
訓

練
生
募
集

募集時
令
和
５
年
４
月
～
令
和
７
年
３
月

場
県
内
の
介
護
福
祉
士
養
成
施
設

内
求
職
中
の
方
を
対
象
に
、
国
家
資

格
「
介
護
福
祉
士
」
の
取
得
と
介
護

福
祉
業
界
へ
の
正
社
員
就
職
を
目
指

す
こ
と
を
目
的
と
し
た
２
年
間
の
教

育
訓
練
を
委
託
に
よ
り
実
施

料
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
個
人
負
担
）

※
１
月
中
旬
か
ら
受
け
付
け
開
始
予
定
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
郡
山　

教
務
課
委
託
訓
練
担
当

024
―
944
―
１
６
６
３

介
護
に
関
す
る

入
門
的
研
修�

無
料

福祉時
２
月
５
・
12
・
19
・
26
日
午
前
９

時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場
北
信
福
祉
会　

地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
本
内
西
河
原
５
―
76
）

内
介
護
の
基
礎
的
知
識
や
技
術
を
学

べ
る
研
修
会

対
介
護
に
関
心
の
あ
る
方

持
上
履
き
、
昼
食　
申
電
話
ま
た
は

❶
住
所
❷
氏
名
❸
生
年
月
日
❹
電
話

番
号
と
、「
県
北
方
部
（
入
門
的
研

修
）」
と
明
記
の
上
フ
ァ
ク
ス
で

問
（
社
）
県
介
護
福
祉
士
会

024
―
983
―
１
８
４
８

特
別
講
演
会

磐
梯
吾
妻
猪
苗
代
地
域
の
宝

～
磐
梯
朝
日
国
立
公
園
満
喫

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
～�

無
料

催し時
１
月
24
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま　

内
基
調
講

演
、「
磐
梯
吾
妻
・
猪
苗
代
地
域
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
２
５
」の

紹
介
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

講
文
教
大
学
国
際
学
部
国
際
観
光
学

科
教
授　
海か

い
づ津
ゆ
り
え
さ
ん

定
100
人
程
度
（
先
着
順
）

申
１
月
20
日
㈮
ま
で
に
申

し
込
み
フ
ォ
ー
ム
（
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
）
か
ら

問
日
本
工
営
株
式
会
社
仙
台
支
店

022
―
706
―
２
６
３
９

国
・
県
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
・
県
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

キ
ョ
ウ
ワ
グ
ル
ー
プ
・
テ
ル
サ
ホ
ー
ル

�

521
―
１
５
０
０

開
館
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
10
時

休
館
日
／
１
月
１
〜
３
・
16
・
17
日

◉
劇
団
１
２
０
〇
Ｅ
Ｎ
と
高
校
生
に

よ
る
テ
ル
サ
演
劇
祭�

無
料

時
❶
１
月
15
日
❷
１
月
21
・
22
日

内
❶
県
北
地
区
高
等
学
校
演
劇
連
盟

の
選
抜
校
３
校
に
よ
る
３
公
演
❷
劇

団
１
２
０
〇
Ｅ
Ｎ
に
よ
る
子
ど
も
た

ち
へ
送
る
民
話
劇
の
上
演

※
各
開
演
時
間
や
申
し
込
み
な
ど
詳

し
く
は
、
テ
ル
サ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

土
湯
温
泉
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

「
湯ゆ

め

ぶ

た

い

愛
舞
台
」�

572
―
５
５
０
３

開
館
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
６
時

◉
こ
け
し
絵
付
け
体
験

時
１
月
14・21・28
日
午
前
９
時
～
午

後
５
時　
料
１
本
500
円（
通
常
970
円
）

申
電
話
で
（
先
着
順
）

※
予
約
優
先
。
受
け
付
け
で
市
政
だ

よ
り
を
見
た
旨
を
お
伝
え
い
た
だ
け

れ
ば
当
日
参
加
可
。

Ａア

・
Ｏオ

ウ

・
Ｚゼ�

533
―
２
３
４
４

開
館
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
９
時

受
付
時
間
／
午
後
７
時
ま
で

休
館
日
／
１
月
１
日
㈷

※
１
月
２
・
３
日
は
午
前
10
時
～
午
後

７
時
（
受
け
付
け
は
午
後
５
時
ま
で
）。

◉
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
♪�

無
料

時
１
月
19
日
㈭
午
前
10
時
30
分
～
正
午

内
ギ
タ
ー
を
持
ち
寄
り
、
簡
単
な
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
に
挑
戦　
講
ク
ラ
シ
ッ

ク
ギ
タ
ー
講
師　
佐さ

と
う藤
隆た

か
し

さ
ん

持
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
か
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー　
定
10
人（
先
着
順
）

申
１
月
16
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
来
館
で

◉
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

in 

Ａ
・
Ｏ
・
Ｚ�

無
料

時
１
月
29
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
３
時

（
受
け
付
け
：
午
後
１
時
か
ら
）

内
福
島
の
青
年
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ

る
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

演
奏
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　
　
福ふ

く
し
ま
せ
い
ね
ん
か
ん
げ
ん
が
く
だ
ん

島
青
年
管
弦
楽
団

定
100
人
（
当
日
先
着
順
）

※
受
け
付
け
開
始
前
に
定
員
に
達
し

た
場
合
、そ
の
時
点
で
受
け
付
け
終
了
。

P12〜17のこの欄は広告です。広告の内容について詳しくは、各広告主にお問い合わせください。
広告を依頼される方は、㈱オリエンタル・エージェンシー 024−523−3361にお問い合わせください。

ふくしま 市政だより 令和５年１月号

　この事業は宝くじの委託事業収
入を財源とし、住民が自主的に行
うコミュニティ活動の促進を図り、
地域の連帯感に基づく自治意識を
盛り上げることを目指すものです。
●今年度助成団体と助成内容
信夫地区永井川区／太鼓など
コミュニティ活動備品の整備
問地域共創課　 525−3731

コミュニティ
助成事業を
行いました

▲整備された太鼓を演奏する永井川区の
　皆さん
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1415

多
発
し
ま
す
。そ
の
原
因
は
、う
っ
か

り
ミ
ス
や
設
備
の
老
朽
化
に
よ
る
も

の
で
す
。給
油
す
る
と
き
は
目
を
離

さ
ず
、バ
ル
ブ
を
開
け
た
場
合
は
バ

ル
ブ
の
閉
め
忘
れ
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。ま
た
、タ
ン
ク
や
配
管
な
ど
の
定

期
点
検
に
努
め
ま
し
ょ
う
。被
害
を

最
小
限
に
す
る
た
め
、事
故
を
発
見

し
た
ら
す
ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課

573
―
２
５
５
７

予
防
課

534
―
９
１
０
３

阿
武
隈
川
水
系
水
質
汚
濁
対
策
連
絡

協
議
会
上
流
支
局
（
福
島
河
川
国
道

事
務
所
）

546
―
４
３
３
１

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

食
中
毒
に
ご
注
意
を

内
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
力
が
非
常

に
強
く
、
ご
く
少
量
の
ウ
イ
ル
ス
で

も
口
か
ら
体
内
に
入
る
こ
と
で
感
染

し
ま
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食

中
毒
は
、
特
に
冬
季
に
流
行
し
、
例

年
、
12
月
か
ら
翌
年
１
月
が
発
生
の

ピ
ー
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
予
防
の
４
原

則
で
あ
る
、「
持
ち
込
ま
な
い
」「
つ
け

な
い
」「
や
っ
つ
け
る
」「
拡
げ
な
い
」

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
政

府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
保
健
所
衛
生
課

597
―
６
３
５
８

野
鳥
に
お
け
る

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

内
感
染
し
た
鳥
と
の
接
触
な
ど
の
特

殊
な
場
合
を
除
き
、
通
常
で
は
人
に

感
染
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

❶
必
要
が
な
け
れ
ば
、
野
鳥
に
近
づ

く
こ
と
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
野
鳥
の

フ
ン
が
靴
の
裏
や
車
の
タ
イ
ヤ
に
つ

く
こ
と
で
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
❷
野

鳥
や
フ
ン
な
ど
に
触
れ
た
場
合
は
、

石
け
ん
で
手
を
洗
い
、
う
が
い
を
す

れ
ば
過
度
に
心
配
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
❸
同
じ
場
所
で
た
く
さ
ん

の
野
鳥
が
死
ん
で
い
た
場
合
な
ど
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
農
業
企
画
課

525
―
３
７
２
７

国
保
・
年
金

後
期
高
齢

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

問
20
歳
に
な
っ
た
方
に
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
、
国
民
年
金
に
加
入
し

た
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
書
類
が
届

き
ま
す
（
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
を
除
く
）。
ま
た
、
20
歳

に
な
っ
て
か
ら
約
２
週
間
程
度
経
過

し
て
も
書
類
が
届
か
な
い
場
合
は
、

加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。
公
的
年

金
制
度
は
年
老
い
た
と
き
や
障
害
を

負
っ
た
と
き
の
生
活
を
、
働
い
て
い

る
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う

考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
、
日
本

国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
方
は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入

が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
手
元
に
届
く
基
礎
年
金
番
号
通
知

書
は
保
険
料
納
付
の
確
認
や
将
来
年

金
を
受
け
取
る
際
に
必
要
で
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

問
国
保
年
金
課

525
―
３
７
３
８

東
北
福
島
年
金
事
務
所

535
―
０
１
４
１
（
音
声
案
内
）

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た

と
き
は

内
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者

が
、医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
同
じ

月
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
合
計
が
自

己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
高
額
療
養
費
と
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。一
度
申
請
す
る
と
次
回

か
ら
は
自
動
的
に
限
度
額
を
超
え
た

額
が
指
定
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま

す
。申
保
険
証
、
認
印
、
預
（
貯
）金

通
帳
持
参
の
上
、
国
保
年
金
課
ま
た

は
各
支
所
で

問
国
保
年
金
課

525
―
３
７
２
４

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

内
農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の
老
後

の
生
活
を
支
え
る
公
的
年
金
で
す
。

積
立
方
式（
確
定
拠
出
型
）の
終
身
年

金
で
、支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

35
歳
未
満
で
要
件
を
満
た
す
方
は
、

月
額
１
万
円
か
ら
加
入
で
き
ま
す
。

対
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て

い
る
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

（
国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
免
除
者
を

除
く
）　
申
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
窓
口
で

問
農
業
委
員
会
事
務
局

525
―
３
７
７
９

税

市
・
県
民
税
第
４
期

国
民
健
康
保
険
税
第
７
期

納
期
限
は
１
月
31
日
㈫

内
市
税
等
の
納
付
に
は
口
座
振
替
が

お
勧
め
で
す
。ま
た
、ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ

リ
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
納
税
課

525
―
３
７
１
７

市
民
税
・
県
民
税
申
告
の

お
知
ら
せ

内
令
和
５
年
度
（
令
和
４
年
分
）
市

民
税
・
県
民
税
の
申
告
受
け
付
け
は
、

２
月
７
日
㈫
か
ら
実
施
し
ま
す
。
申

告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
１

月
中
に
申
告
案
内
書
を
お
送
り
し
ま

す
。
指
定
日
時
の
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

な
お
、
感
染
対
策
の
た
め
、
郵
送
に

よ
る
申
告
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
い
日
程
・
会
場
は
市
政
だ
よ

り
２
月
号
に
掲
載
。

※
申
告
書
は
、１
月
上
旬
よ
り
市
民

税
課
お
よ
び
各
支
所・
出
張
所
に
配

置
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
可
。

※
申
告
期
間
中
、
市
民
税
課
窓
口
で

の
申
告
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
昨
年
、
確
定
申
告
し
た
方
に
は
税

務
署
か
ら
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

（
は
が
き
）
が
届
き
ま
す
。

問
市
民
税
課

525
―
３
７
９
２
、
525
―
３
７
１
２

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座�

無
料

２月時
２
月
４
・
12
日
午
後
１
時
～
４
時

30
分　
場
中
央
学
習
セ
ン
タ
ー

内
生
涯
学
習
と
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
つ
い
て
学
ぶ
。両
日
受
講
の

方
は
市
の
生
涯
学
習
活
動
推
進
員
と

し
て
登
録
で
き
ま
す
。※
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

講
県
教
育
庁
社
会
教
育
課
主
任
社
会

教
育
主
事　
小こ

ば
や
し林
雄つ

よ
し

さ
ん
、
福
島
学

院
大
学
福
祉
学
部
福
祉
心
理
学
科
教
授

日く
さ
か下
輝て

る
み美
さ
ん
定
20
人（
先
着
順
）

申
福
島
市
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
か
電
話
、

ま
た
は
❶
住
所
❷
氏
名
❸
電
話
番
号

を
明
記
の
上
フ
ァ
ク
ス
で

問
生
涯
学
習
課

525
―
３
７
８
３

536
―
２
１
２
８

生
涯
学
習
講
演
会�

無
料

２月時
２
月
12
日
㈰
午
後
２
時
30
分
～
４

時
30
分　
場
中
央
学
習
セ
ン
タ
ー　

内
多
様
な
人
と
と
も
に
よ
り
良
い
地

域
づ
く
り
を
行
う
た
め
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

講
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
御
倉
町
か
い
わ
い
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
理
事
長 

蓮は
す
ぬ
ま沼
幹み

き
こ子

さ
ん　
定
20
人（
先
着
順
）

申
福
島
市
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
か
電
話
、

ま
た
は
❶
住
所
❷
氏
名
❸
電
話
番
号

を
明
記
の
上
フ
ァ
ク
ス
で

問
生
涯
学
習
課

525
―
３
７
８
３

536
―
２
１
２
８

ふ
れ
あ
い
講
座

金
谷
川
地
区
で
の
資
料
の

発
見
と
地
域
叙
述
―
和
算
・

信
仰
・
武
術�

無
料

２月時
２
月
18
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分　
場
市
民
会
館　
内
福
島
大

学
が
あ
る
金
谷
川
地
区
の
資
料
を
例

に
、
地
域
の
歴
史
を
学
ぶ
。

講
福
島
大
学
行
政
政
策
学
類
教
授　

阿あ

べ部
浩こ

う
い
ち一
さ
ん　
定
40
人（
先
着
順
）

申
１
月
18
日
㈬
か
ら
電
話
（
午
前
９

時
～
午
後
４
時
30
分
）
で

問
郷
土
史
料
室

563
―
７
８
５
８

救
命
講
習
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習

内
各
種
団
体
で
の
受
講
、
資
格
取
得

の
た
め
に
必
要
な
個
人
の
受
講
に
つ

い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※
現
在
公
募
に
よ
る
救
命

講
習
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
救
急
課

534
―
９
１
０
６

募
　
集

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

次
回
募
集
住
宅
発
表
／
１
月
13
日
㈮

申
込
受
付
期
間
／
２
月
１
～
14
日　

抽
選
会
／
２
月
17
日
㈮　

入
居
開
始
／
３
月
１
日
㈬　

※
特
別
市
営
住
宅
（
一
定
以
上
所
得

の
あ
る
世
帯
向
け
）
お
よ
び
子
育
て

支
援
住
宅
（
子
育
て
世
帯
向
け
）
は

空
き
住
戸
の
み
随
時
募
集
中
。

問
住
宅
政
策
課

525
―
３
７
５
７

幼
稚
園
送
迎
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

利
用
者
募
集

令
和
５
年
度
設
置
施
設

福
島
保
育
所
（
森
合
町
８
―
12
）、

み
そ
の
幼
稚
園
（
方
木
田
字
永
樋
15

―
11
）　
内
朝
夕
の
幼
稚
園
な
ど
の

開
園
時
間
前
後
に
、保
護
者
か
ら
園
児

を
お
預
か
り
し
、保
育
を
提
供
し
ま
す
。

幼
稚
園
送
迎
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
幼
稚

園
の
間
の
お
子
さ
ん
の
送
迎
は
、幼
稚

園
な
ど
の
送
迎
車
両
が
行
い
ま
す
。

預
か
り
時
間
／
朝
：
午
前
７
時
30
分

～
９
時
、
夕
：
午
後
２
～
７
時

※
幼
稚
園
な
ど
の
長
期
休
業
期
間
は
、

送
迎
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
預
か
り
保
育

を
行
い
ま
す
。　

対
市
内
の
私
立
幼

稚
園
な
ど
に
通
園
し
て
い
る
保
育
の
必

要
性
の
あ
る
児
童　
定
20
人
程
度（
先

着
順
）　
料
月
２
千
円（
朝
の
み
ま
た

は
夕
の
み
利
用
の
場
合
は
千
円
）　

申
通
園
中
ま
た
は
通
園
を
予
定
し
て
い

る
幼
稚
園
な
ど
に
利
用
申
込
書
を
提
出

問
幼
稚
園・保
育
課
573
―
２
０
２
１

暮
ら
し

祝
日
の
ご
み
収
集

内
１
月
９
日
㈪
成
人
の
日
が
収
集
日

に
当
た
っ
て
い
る
地
区
の
可
燃
ご
み
、

資
源
物
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
は
収
集
し
ま
す
。

問
ご
み
減
量
推
進
課

525
―
３
７
４
４

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金

の
申
請
期
限
は
１
月
31
日
㈫

内
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高

騰
緊
急
支
援
給
付
金
５
万
円
の
給
付

対
象
者
で
、
ま
だ
申
請
を
し
て
い
な

い
方
は
期
限
ま
で
に
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
市
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
０
１
２
０
―
190
―
300

地
震
災
害
一
部
損
壊
住
宅

修
理
支
援
事
業
の
受
け
付

け
は
２
月
28
日
㈫
ま
で

内
令
和
４
年
福
島
県
沖
地
震
に
よ
り
、

住
宅
が
「
一
部
損
壊
」
の
被
害
を
受

け
た
世
帯
に
対
し
、
屋
根
や
外
壁
な

ど
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
部
分
を
応

急
的
に
修
理
し
た
費
用
の
一
部
を
定

額
で
補
助
し
て
い
ま
す
が
、
２
月
28

日
㈫
で
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
な
ど
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
住
宅
政
策
課

525
―
３
７
５
７

タ
ン
ク
か
ら
の
油
流
出

事
故
に
ご
注
意
を

内
例
年
冬
季
に
な
る
と
、ご
家
庭
の

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
灯
油
が
漏
れ
出

し
、河
川
な
ど
に
流
出
す
る
事
故
が

ふくしま 市政だより 令和５年１月号 ユースプレイス
inふくしま

コミュニケーションや対人関係・就学・就労に不安を抱えている若者を対象にユースプレイスを開設しています。
詳しくはホームページをご覧ください。問ビーンズふくしま（月～金曜日午前10時～午後５時） 563－6255



時とき　場会場　内内容　講講師　対対象　定定員　料料金　持持参物　申申し込み方法　問問い合わせ　 電話　 ファクス

1617

１月の各種相談　 無料
相談内容 相談日時 会場 相談・予約・問

法律（弁護士） 要予約 　（※年度内１人１回） 第１～４金曜日
午後１時30分～４時 ※当面の間、電話相談のみ実施。 市民相談室 535−2121

予約受け付け／毎週月〜金曜日
午前９時30分〜正午、午後１時〜４時45分市政・一般（生活課相談員） 月～金曜日（祝日を除く）

午前９時30分～正午、午後１時～４時45分 市民相談室
（市役所１階生活課隣）登記（司法書士） 第１水曜日　午前10時〜正午、午後１〜３時 県司法書士会福島支部 529−7331

土地家屋調査（土地家屋調査士） ※当面の間中止とさせていただきます。 県公共嘱託登記土地家屋調査士協会県北
支所 531−0986

行政（行政相談委員） 第１・３木曜日　午前10時～正午 市民相談室（市役所１階生活課隣） 福島行政監視行政相談センター 534−1101

行政（行政相談委員、来所・電話・ファクスで）第２・４木曜日　午前10時～正午 男女共同参画センター
（本町２−６　ウィズもとまち内）

相談／ ・ 521−8331
問／福島行政監視行政相談センター

534−1101
年金・労働（社会保険労務士） 要予約
※Zoomでも対応可 水曜日　午後１～５時 県社会保険労務士会

（御山字三本松19−２） 526−2270　 534−5432
法的トラブルに関する法制度・相談窓口の情報
提供（電話・メールで）

月～金曜日：午前９時～午後９時、
土曜日：午前９時～午後５時（祝日を除く）

法テラスサポートダイヤル
0570−078374

法的トラブルの相談（借金・離婚・相続など）
要予約  ※収入・資産が一定基準以下の方のみ無料

火・木曜日　午前10時～正午、
午後１時30分～３時30分

イズム37ビル４階
（北五老内町７−５）

法テラス福島
0570−078370

交通事故 月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～正午、午後１～４時 県政相談コーナー 521−4281

消費生活（生活課消費生活相談員） 月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後４時

市消費生活センター
（本町２−６　ウィズもとまち内）

522−5999

多重債務110番（生活課消費生活相談員） 月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後４時 522−7867

多重債務・消費生活法律相談（司法書士） 要予約 ２月12日㈰　午後１～４時
社会福祉士による成年後見制度や権利擁護全般
に関する相談（来所・電話・ファクス・メールで）

月～金曜日（祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分

市社会福祉協議会 （森合町10−１
保健福祉センター２階）

権利擁護センター
533−3341 533−8879

Mail  kenriyougo@f-shishakyo.or.jp
配偶者などからの暴力・夫婦間の問題など（女性相談員）月～金曜日（祝日を除く）

午前８時30分～午後５時15分 こども家庭課 525−3780育児不安・児童虐待・家庭内での悩みなど
労働困りごと相談窓口 月～金曜日（祝日を除く）

午前８時30分～正午、午後１～５時
県労働委員会事務局

（中町８−２　自治会館４階） 521−7594
労働局総合労働相談コーナー（解雇、労働条件、いじめ・
嫌がらせ、セクハラ・マタハラなど労働問題に関する相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後４時30分 福島合同庁舎５階（霞町１−46） 総合労働相談コーナー 536−4600

0800−8004611（労働者フリーダイヤル）
職場のマタハラ、セクハラ、パワハラ、性差別、
育児・介護休業など

月～金曜日（祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分

福島労働局雇用環境・均等室内
（霞町１−46　５階） 536−4609

障がい者差別相談窓口
（電話・ファクス・メールで）

月～金曜日（祝日を除く）
午前８時30分～午後５時

市社会福祉協議会
533−8890　 533−2827

Mail  soudan-shien@f-shishakyo.or.jp

人権なんでも相談 月～金曜日（祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分

福島地方法務局人権擁護課
（本内字南長割１−３）

みんなの人権110番 0570−003−110
子どもの人権110番 0120−007−110
女性の人権ホットライン 0570−070−810

外国人の生活相談
月～金曜日（祝日を除く）午前９時～午後４時
日本語、英語、フランス語
※対話型翻訳機で100言語以上に対応可能

外国人生活相談窓口
Support Desk for Foreign 
Residents（市役所１階）

定住交流課（市国際交流協会事務局）
525−3739　 533−5263

Mail  teijyuu@mail.city.fukushima.fukushima.jp

外国人住民のための相談窓口
（来所・電話・ファクス・メールで）

火～土曜日午前９時～午後５時15分
日本語・英語・中国語・韓国語・ポルトガ
ル語・タガログ語・ベトナム語・タイ語・
スペイン語・ネパール語・インドネシア語

県国際交流協会
（舟場町２−１　２階）

524−1316　 521−8308
Mail  ask@worldvillage.org

外国人住民のための弁護士・
行政書士電話相談　 要予約

原則　火～土曜日
午前９時～午後５時15分
英語、中国語、韓国語、ポルトガル語、
タガログ語、ベトナム語

県国際交流協会
524−1316

高
齢
者
無
料

入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業�

無
料

時
毎
月
15
日
午
後
３
時
～
10
時
30
分

（
月
曜
定
休
）

場
つ
る
の
湯
（
北
町
４
―
18
）

内
高
齢
者
の
健
康
保
持
の
た
め
の
無

料
入
浴

対
70
歳
以
上

持
保
険
証
な
ど
年
齢
の
分
か
る
も
の

問
長
寿
福
祉
課
525
―
７
６
５
６
、

つ
る
の
湯

523
―
２
６
４
５

福
　
　
祉

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座�

無
料

時
１
月
27
日
㈮
午
後
１
時
30
分
～
３
時

内
❶
認
知
症
と
は
何
か
❷
認
知
症
の

症
状
と
支
援
の
し
か
た
❸
認
知
症
の

診
断
・
治
療
・
予
防
❹
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
で
き
る
こ
と

受
講
者
に
は「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」を

贈
呈

講
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

定
20
人（
先
着
順
）

申
電
話
で

場
問
日
本
赤
十
字
社
県
支
部

545
―
７
９
９
６

障
が
い
児
向
け�
無
料

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
鑑
賞
会

時
２
月
20
・
24
日
午
前
11
時
～
正
午

場
こ
む
こ
む

対
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん

定
各
60
人（
先
着
順
）

申
福
島
市
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
か
電
話
、

ま
た
は
❶
住
所
❷
氏
名
❸
年
齢
❹
電

話
番
号
を
明
記
の
上
フ
ァ
ク
ス
で

問
障
が
い
福
祉
課

525
―
３
７
４
８

533
―
５
２
６
３

障
が
い
者
向
け�

無
料

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

時
２
月
15
日
㈬
午
後
４
〜
６
時
、２

月
19
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

場
腰
の
浜
会
館

内
障
が
い
に
配
慮
し
た
ス
マ
ホ
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
ス
マ
ホ
の

基
本
操
作
、
ウ
ェ
ブ
の
閲
覧
方
法
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
方
法

や
市
の
デ
ジ
タ
ル
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

使
い
方
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

講
㈱
コ
ネ
ク
シ
オ

対
市
内
在
住
で
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方

定
各
回
８
人（
先
着
順
）

持
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

申
電
話
ま
た
は
❶
住
所
❷
氏
名
❸
生

年
月
日
を
明
記
の
上
フ
ァ
ク
ス
で

問
障
が
い
福
祉
課

525
―
３
７
４
８　

533
―
５
２
６
３

障
が
い
者
向
け「
手
続
き
ガ
イ
ド
」

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

内
障
害
者
手
帳
取
得
に
よ
り
利
用
可

能
な
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
確
認
で
き
る

「
手
続
き
ガ
イ
ド
」
を
作
成
し
ま
し

た
。
障
害
の
内
容
や
等
級
な
ど
を
入

力
す
る
と
、
利
用
可
能
な
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
確
認
で
き
ま
す
。

問
障
が
い
福
祉
課

525
―
３
７
４
８

認
知
症
高
齢
者
等
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
活
用
見
守
り
事
業

内
認
知
症
の
高
齢
者
な
ど
が
警
察
な

ど
の
関
係
機
関
で
保
護
さ
れ
た
際
に
、

早
期
に
身
元
を
特
定
で
き
る
よ
う

「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
シ
ー
ル
」
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

対
認
知
症
高
齢
者
な
ど
の
う
ち
市
内

に
住
所
を
有
す
る
方
を
介
護
し
て
い

る
親
族
や
支
援
者
の
方

料
初
回
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
交
付
費
用
は

無
料
。
追
加
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
希
望

す
る
際
は
自
己
負
担
。

申
長
寿
福
祉
課
、各
支
所
、茂
庭
出
張

所
窓
口
。ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
代
行
申
請
も
可
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
長
寿
福
祉
課

529
―
５
０
６
４

市政だよりは市のホームページでもご覧になれます。 【ホームページアドレス】https://www.city.fukushima.fukushima.jp/
目の不自由な方のために、点字市政だよりと音声市政だよりを発行している他、市のホームページで声の市政だより
を聞くことができます。

市政テレビ・ラジオ番組� ※各放送局の事情により、時間は変更になる場合があります。

※テレビ番組は翌月から１年間、市ホームページでもご覧いただけます。

市政ラジオ番組
ラジオ福島

（1458KHz）
（90.8MHz）

土曜日
第１日曜日

午前８時55分〜９時
午前10時40〜45分

ふくしまFM
（81.8MHz） 金曜日 午前８時35〜55分の間

に１分間
FMポコ

（76.2MHz）月〜金曜日 午前７時48〜53分
午後５時30〜35分（再）

NHK第一
（1323KHz） 随時放送 

市政テレビ番組
「2023福島市を語る〜エールを送るまち福島市〜」

TUF １月７日㈯ 午前９時25分〜

KFB １月７日㈯ 午前11時45分〜

FCT １月７日㈯ 午前11時25分〜

FTV １月２日㈪ 午前９時45分〜

検索福島市　市政テレビ

※全て１月１～３日を除く。

震災関連相談については
市ホームページをご覧ください。 【交通遺児激励金寄附】公文式森合教室 生徒一同 様　5,000円

福島市の人口（R４.12.1）計277,757人（−197）男135,600人（−135）女142,157人（−62）／世帯数122,928（−７）

素案などの閲覧／❶市ホームページで❷担当課、広聴広報課、
市民情報室、各支所・出張所、各学習センター、市民活動サ
ポートセンターなどで
意見提出方法／❶福島市オンライン申請で❷上記
閲覧場所に備え付けの用紙に記入し、持参か専用
の封筒（切手不要）で郵送、またはファクスで

パブリックコメントを実施します

案 件 名 内　　　容 意 見 の
募集期間

担   当   課
（問・提出先）

福島市地域
公共交通計画

誰にでも利用しやす
く、まちづくりと一
体となった、持続可
能な公共交通体系を
構築するための計画

１月５日
～２月６日

問交通政策課
525-3762
533-0026福島市

バリアフリー
基本構想

バリアフリーマス
タープランに基づ
き「中心市街地」と
「飯坂温泉地区」の
バリアフリー化を
推進していくため
の計画

福島市都市
計画道路
見直し案

社会経済情勢の変
化を背景とした、将
来の都市計画道路
網について、見直し
を図る計画

問都市計画課
525-3761
533-0026

令和５年度
福島市
食品衛生監視
指導計画

食中毒などの食品
衛生上の危害を未
然に防止し、市民の
皆さまの健康を保
護するための計画

問保健所
　衛生課
597-6358
533-3315

皆さまのご意見を
お寄せください ！



乳幼児健康診査 無料 問こども家庭課　 525−7671　 572−3417
ko-katei@mail.city.fukushima.fukushima.jp

時とき　場会場　内内容　講講師　対対象　定定員　料料金　持持参物　申申し込み方法　問問い合わせ　 電話　 ファクス

子
育
て
・
健
康

健康保険証を
お忘れなく!!

保健福祉センター …〒960−8002 森合町10−1 （福島中央郵便局西側） 
　※市内循環バスももりん1・2コース保健福祉センター前下車

夜間
急病診療所
525−7672

診療日/毎日
診療科/
 内科・外科
 小児科
診療時間/
 午後７時〜
 翌朝７時30分
 ※小児科は
 　午後10時まで

受付時間は
 午後6時30分〜
 翌朝7時
★院内感染防
止のため、最
小限の付き添
いにご協力く
ださい。

場 所/
 上町テラス  
 ２階

休日救急
歯科診療所
525−7673

診 療 日／／
 日曜・祝日
診療時間／／
 午前９時〜
 � 正午 　
 午後１〜５時
受付時間は
 午前９時
 〜11時30分
 午後１時
 〜４時30分

場 所／／
 保健福祉セ
 ンター１階

1819

子
育
て

問
／
こ
ど
も
政
策
課

�

525
︱
３
７
６
７

子
育
て
応
援
広
場

第
３
回
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス�
無
料

時
１
月
21
日
㈯
午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　
内
赤
ち
ゃ
ん

を
抱
っ
こ
し
て
親
子
で
楽
し
む
ベ
ビ
ー

ダ
ン
ス
。パ
パ
の
参
加
も
大
歓
迎
！

講
日
本
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス
協
会
認
定
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　
長な

が

尾お

富と
み

子こ

さ
ん

対
首
が
完
全
に
据
わ
っ
て
い
る
生
後

４
カ
月
～
１
歳
６
カ
月
く
ら
い
の
乳

幼
児
と
保
護
者　
定
15
組（
先
着
順
）

持
抱
っ
こ
ひ
も
、バ
ス
タ
オ
ル
、体
温

計
、汗
拭
き
タ
オ
ル
、オ
ム
ツ
、飲
み
物

申
１
月
４
日
㈬
午
前
９
時
か
ら
電
話
で

問
／
学
校
教
育
課

�

525
︱
３
７
８
２

４
月
に
入
学
予
定
で
指
定
校

変
更
を
希
望
す
る
方
へ

内
４
月
に
市
立
小・中
学
校
入
学
予
定

の
方
へ
１
月
下
旬
に「
入
学
通
知
書
」

を
郵
送
し
ま
す
。事
情
に
よ
り
入
学
通

知
書
で
指
定
さ
れ
た
学
校
の
変
更
を

希
望
す
る
方
は
、期
限
ま
で
に
必
要
書

類
と
入
学
通
知
書
を
学
校
教
育
課
ま

た
は
各
支
所・出
張
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。※
必
要
書
類
は
、学
校
教
育

課
、各
支
所・出
張
所
で
配
布（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
可
）。

提
出
期
限
／
２
月
28
日
㈫
ま
で

主
な
許
可
基
準
と
必
要
書
類

❶
保
護
者
が
共
働
き
の
た
め
、放
課
後

の
児
童
預
か
り
先
が
あ
る
学
区
の
学

校
へ
通
学
す
る
場
合（
小
学
生
の
み
）

／
①
保
護
者
の
「
勤
務
証
明
書
」

②「
児
童
預
か
り
承
諾
書
」ま
た
は
学

童
ク
ラ
ブ
な
ど
の「
児
童
入
会
証
明
書
」

❷
保
護
者
が
自
営
す
る
店
舗
な
ど
に

児
童
が
下
校
す
る
た
め
、
そ
の
店
舗

な
ど
が
所
在
す
る
学
区
の
学
校
へ
通

学
す
る
場
合
（
小
学
生
の
み
）
／
保

護
者
の
「
勤
務
証
明
書
」

❸
他
学
区
に
家
を
新
築
中
な
ど
の
た

め
、
そ
の
学
区
の
学
校
に
あ
ら
か
じ

め
通
学
す
る
場
合
（
小
・
中
学
生
、

第
一
学
期
終
了
時
ま
で
）
／
「
工
事

請
負
契
約
書
」
な
ど
の
写
し
（
保
護

者
名
、
新
築
先
の
住
所
、
引
き
渡
し

年
月
日
が
分
か
る
部
分
）

健
　
康

問
／
保
健
所
健
康
推
進
課

�

597
︱
８
６
１
６

食
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
無
料

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
養
成
講
座

時
２
月
９・16・20
日
、３
月
２・９・16
日

場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
２
月
20
日
の
み
ア
オ
ウ
ゼ
。

対
講
座
受
講
後
、市
食
生
活
改
善
推

進
員（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）協
議
会
会
員

と
し
て
、地
域
で
「
食
」
を
通
し
た

健
康
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
で
き
る
方　
定
10
人（
先
着
順
）

申
１
月
16
～
31
日
に
電
話
で

問
／
保
健
所
保
健
予
防
課

�

572
︱
３
１
５
２

小
中
学
校
入
学
前
の
予
防

接
種
は
お
済
み
で
す
か
？

場
市
登
録
医
療
機
関　
内
母
子
健
康

手
帳
で
受
け
忘
れ
が
な
い
か
確
認
し
、

忘
れ
ず
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。
医
療

機
関
へ
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

❶
令
和
５
年
度
小
学
校
に
入
学
さ
れ

る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
の
方
へ　

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
２
期
の
接
種
期

間
は
、
３
月
31
日
㈮
ま
で
で
す
。

❷
令
和
５
年
度
中
学
校
に
入
学
さ
れ

る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
の
方
へ

２
種
混
合
２
期（
ジ
フ
テ
リ
ア・破
傷

風
）と
日
本
脳
炎
２
期
の
接
種
期
間

は
、13
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で
で
す
。

持
母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票
、
保
険

証
な
ど
の
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日

が
確
認
で
き
る
も
の
※
予
診
票
を
お

持
ち
で
な
い
方
は
、予
約
時
に
医
療

機
関
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
／
保
健
所
保
健
予
防
課

�

573
︱
４
３
８
４

指
定
難
病
医
療
費
受
給
者
証
の

更
新
申
請
受
付
期
間
が
終
了

内
受
け
付
け
は
12
月
28
日
で
終
了
し

ま
し
た
。
期
間
内
に
手
続
き
が
で
き

な
か
っ
た
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＜４カ月児健康診査＞
　個別健診で実施していますので「すこやか手帳」をご覧になり、登録医療機関に予約の上受診し
てください。
　転入の方、診査票を紛失された方は、登録医療機関またはこども家庭課へお問い合わせください。
　ブックスタート事業については、市立図書館（ 531−6551）へお問い合わせください。
＜10カ月児健康診査＞
　個別健診で実施していますので「すこやか手帳」をご覧になり、登録医療機関に予約の上受診し
てください。診査票の有効期間は、１歳の誕生日前日までです。転入の方、診査票を紛失された
方は、登録医療機関またはこども家庭課へお問い合わせください。
＜１歳６カ月児健康診査・３歳児健康診査＞
　個別に通知をしています。内容などをご確認の上、お越しください。
令和５年１月実施分　受付時間：午後１時～１時20分

１
歳
６
カ
月
児

実施日 生年月日

12日㈭ 令和３年
 ２月27日～ ３月 ６日

17日㈫  ３月 ７日～ ３月12日
18日㈬  ３月13日～ ３月18日
24日㈫  ３月19日～ ３月24日
27日㈮  ３月25日～ ３月29日
30日㈪  ３月30日～ ４月 ４日

３
歳
児

実施日 生年月日

10日㈫ 平成31年
 ２月20日～ ２月24日

11日㈬  ２月25日～ ３月 ３日
19日㈭  ３月 ４日～ ３月 ７日
20日㈮  ３月 ８日～ ３月12日
23日㈪  ３月13日～ ３月18日
25日㈬  ３月19日～ ３月24日

※手話通訳が必要な方はご連絡ください。
※東日本大震災で被災され、本市に避難している乳幼児は、本市が実施する乳幼児健診を受けることができます。事

前にお申し込みください。

緊急休日診療当番医表　Roster List of Weekend andHoliday Emergency Doctors     

県内の病院・診療所・歯科診療所・薬局を調べるときは、ふくしま医療情報ネットが便利です。
URL  http://www.ftmis.pref.fukushima.lg.jp/ap/qq/men/pwtpmenult01.aspx

休日当番医療機関以外にも診療する医療機関
があります。確認してから、ご利用ください。
⬇

受付時間／午前９時～午後４時30分
医療機関により異なる場合があります。

月　日 内　　　　　　科　　　　Physicians 小児科　Pediatricians 外科・整形外科 Surgeons/Orthopedic Surgeons

1月 1日
元旦

おおたけ内科・循環器クリニック ひがしはまクリニック 竹内こどもクリニック 南沢又あんざいクリニック
本 内 573−1127 東 浜 町 563−1366 北 中 央 533−4150 南 沢 又 597−7718

1月 2日 ふれあいクリニックさくらみず みやざき内科循環器科クリニック とみたキッズクリニック 井 上 整 形 外 科 医 院
笹 谷 559−2664 八 木 田 544−2622 黒 岩 544−1777 鳥 谷 野 545−0770

1月 3日 野田循環器・消化器内科外科クリニック ク リ ニ ッ ク 21 いずみよいこクリニック 手 塚 ク リ ニ ッ ク
北 矢 野 目 559−1133 栄 町 521−5581 泉 557−0415 御 山 535−0550

1月 8日
日曜日

せのうえ健康クリニック 福島セントラルクリニック いそめこどもクリニック 石橋脳神経外科クリニック
瀬 上 町 554−5757 早 稲 町 522−7701 吉 倉 545−2757 栄 町 523−0360

1月 9日
成人の日

奥 野 胃 腸 科 内 科 医 院 大槻スリープクリニック と や の ク リ ニ ッ ク おぎはら泌尿器と腎のクリニック
瀬 上 町 553−2658 早 稲 町 526−0084 鳥 谷 野 544−1122 黒 岩 572−7587

1月15日
日曜日

おおひら内科クリニック すぎやま内科内視鏡クリニック な が お さ 整 形 外 科
森 合 534−6336 渡 利 563−3363 吉 倉 544−1852

1月22日
日曜日

にいつま内科・循環器科クリニック 児 玉 胃 腸 科 内 科 い ち か わ ク リ ニ ッ ク まつもと脳神経・内科クリニック
鎌 田 552−2844 浜 田 町 533−6622 南 矢 野 目 554−2828 南 矢 野 目 557−1233

1月29日
日曜日

森 合 く に い 内 科 待井内科糖尿病内科クリニック す や ま 小 児 科 さとう日出夫整形外科
森 合 555−1881 南 中 央 533−5578 御 山 町 534−3018 岡 部 533−1433

2月 5日
日曜日

すえなが内科小児科医院 さくま内科クリニック すえなが内科小児科医院 かわかみ整形外科クリニック
笹 谷 558−1211 山 下 町 525−2700 笹 谷 558−1211 東 中 央 563−3555

月　日 産婦人科 Obstetricians and Gynecologists 眼科 Eye Specialists 耳鼻咽喉科 Ear,Nose and Throat Specialists 皮膚科 Dermatologists

1月 1日
元旦

さ と う 眼 科 佐 藤 耳 鼻 咽 喉 科
大 森 544−6833 黒 岩 545−3317

1月 8日
日曜日

さ か い 眼 科 医 院 西 條 耳 鼻 咽 喉 科 医 院 南 福 島 さ と う 皮 ふ 科
泉 559−3800 笹 谷 558−1344 伏 拝 544−1266

1月15日
日曜日

やざわみほこレディースクリニック 近 藤 眼 科 ただき耳鼻咽喉科クリニック
森 合 573−5881 太 田 町 531−3113 南 矢 野 目 555−1133

1月22日
日曜日

い ち か わ ク リ ニ ッ ク 福 島 赤 十 字 病 院 福 島 赤 十 字 病 院 伊藤皮フ科クリニック
南 矢 野 目 554−0303 八 島 町 534−6101 八 島 町 534−6101 伊達市岡前 551−1121

1月29日
日曜日

アートクリニック産婦人科 南中央眼科クリニック みみ・はな・のど まついクリニック
栄 町 523−1132 南 中 央 536−3421 南 矢 野 目 597−7543

2月 5日
日曜日

大川レディースクリニック お じ ま 眼 科 ま る べ り ー 耳 鼻 科 ふ た ば 皮 膚 科
鳥 谷 野 545−8883 渡 利 528−0588 太 平 寺 529−6550 森 合 573−0343

　※当番医が変更になる場合もありますのでご注意ください。
　　市医師会ホームページ　 URL  http://f-ishikai.jp/
　※受診される際は、新型コロナウイルス感染防止のため、
　　マスクの着用をお願いします。

児童扶養手当は児童扶養手当は
１月11日㈬に１月11日㈬に
振り込みます振り込みます

問こども政策課
　 525－3767

ファミリーサポートファミリーサポート
センター事業説明会センター事業説明会 無料

時１月17日㈫
　午前10時から
場市民会館
内子育ての援助を受けたい
方と行いたい方の募集と、病
児病後児預かりの事業説明
※託児あり（要事前予約）。
申電話で
問ファミリーサポートセンター
　 526－0612

子育て世帯生活支援特別給付金の申請はお済みですか？子育て世帯生活支援特別給付金の申請はお済みですか？
　新型コロナウイルス感染症の影響により、低所得となっている子育て世帯への給付金の
申請を受け付けています。ひとり親世帯とそれ以外の世帯で支給要件が異なり、申請が不
要な方と申請が必要な方がいます。ひとり親世帯分は令和４年５月から、ひとり親以外の
世帯分は令和４年７月から支給しています。まだ支給を受けておらず、支給要件に該当す
ると思われる方はお問い合わせください。
●支給対象者
⑴ひとり親世帯分
❶�児童扶養手当受給者【申請不要】／令和４年４月分の児童扶養手当を受けた方
❷�公的年金等給付等受給者【要申請】／年金などを受けていることにより児童扶養手

当を受給していない方
❸�家計急変者【要申請】／新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、

収入が児童扶養手当を受給している方と同じ水準となっている方
⑵ひとり親以外の子育て世帯分※①②に該当する公務員の方は申請が必要です。
①�児童手当等受給・非課税者【申請不要】／令和４年４月分の児童手当または特別児

童扶養手当を受給している令和４年度分住民税非課税の方
②�新規児童手当等受給・非課税者【申請不要】／令和４年４月から令和５年２月まで

の出生などにより、新規で児童手当または特別児童扶養手当を受給する令和４年度
分住民税非課税の方

③�その他の支給対象者【要申請】／①②のほか、対象児童（令和４年３月31日時点
で18歳未満の子（障害児については20歳未満））の養育者であって、以下のいず
れかに該当する方

　・令和４年度分の住民税が非課税である方
　・�新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、住民税非課税である方

と同じ水準となっている方（家計急変者）
●申請期限／２月28日㈫※ひとり親以外の子育て世帯分について、令和５年２月に
　　　　　　出生した児童に関する申請のみ、３月15日㈬まで。
●給付額／児童１人当たり一律５万円
問こども政策課　 597−7906

児童センター放課後児童クラブ児童センター放課後児童クラブ
登録利用のご案内登録利用のご案内

　保護者が仕事などで留守の児童は、児童クラブ
に登録することで、学校から直接児童センターへ
来館して利用できます。
■登録対象／保護者が仕事などで留守になる家庭
　　　　　　の小学１～３年生
■利用日時／月～金曜日（祝日、振替休日、年末
　　　　　　年始を除く）
　　　　　　来館時～午後５時30分
■料　　金／無料（ただし活動に応じて実費負担有り）
■申込方法／１月16日㈪から各児童センターで申

請書を配布します。必要事項を記入
の上、２月１～15日（日曜日、祝日
を除く）の開館時間内に各児童セン
ターに提出してください。

■登録の決定／３月１日以降随時決定します。
問蓬萊児童センター(蓬萊町四丁目14－１)　 549－8764
　清水児童センター(南沢又字上河原21－１)　 559－1429
　東浜児童センター(東浜町11－45)　　　 531－5601
　野田児童センター(笹木野字舘１－３)　　 556－1332
　渡利児童センター(渡利字番匠町43)　　 522－2564
※児童センターは、健全な遊びによる心身の健康

増進を目的とした18歳未満の全ての子どものた
めの施設です。
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※市政・一般、消費生活、夫婦間の問題など、育児不安・児童虐待などに関する
　相談はP17を、子育ての悩みなどに関する相談はP18をご覧ください。

⑩などは掲載ページカレンダー内の
記号について …本の読み聞かせ
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グ
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ッ
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ロ

「ふくしま市政だより」は「マイ広報紙」、スマートフォン
アプリ「カタログポケット」「マチイロ」でも無料でご覧
になれます。

※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

　「115（いいいちご）」の日に、地元生産者さんの旬
のいちごやお菓子、ジャムなどの加工品が勢ぞろい。
お楽しみ企画も開催！

■と　き／１月15日㈰　午前９時～午後６時
■ところ・問／道の駅ふくしま　　572－4588

道の駅ふくしま  いちごの日フェスタ

福島市LINE
公式アカウント

 ▲登録はこちらから

新春市政特別番組放送スケジュール
※各放送局の事情により、時間などは変更になる場合有り。

【ももりん歌舞伎開演】
新年卯年をコロナ禍で迎え、悪人を追い払って
くれる勇者の演目、歌舞伎十八番「暫」に注目。
アマビエ並みに今年１年「ももりん」に、福島を
守ってもらおうという願いを込めた勇者バー
ジョンで新年の表紙を飾りました。

しばらく

成人の日

元日 振替休日

⑪
縄文体験（縄文魚釣り）⑩
こけし絵付け体験⑫

森の宝もの探し
（～31日）⑩
お正月遊び体験
（～8日）⑪

ふくしまスイーツ・
プレミアム認証品
販売（県観光物産
館）（～12日）⑨
縄文体験（縄文魚
釣り）⑩

認知症サポーター
養成講座⑯

星とアロマのひと
とき⑪

書道なんでも無料
相談所（～25日）⑪

消費者啓発ボラン
ティア養成講座⑬
市・県民税第4期
国民健康保険税第
７期納期限⑮

⑪
縄文体験（土偶輪投げ）⑩
劇団120〇ENと高校生
によるテルサ演劇祭（～
22日）⑫
第82回国際写真サロン
（～29日）⑬
こけし絵付け体験⑫

縄文ものづくり体
験（勾玉）⑩
年中行事「小正月」⑪
共同浴場 りんご
湯⑬
祝日のごみ収集⑭

⑪
縄文体験（土偶輪投げ）⑩

⑪
赤ちゃんタイム⑪

⑪

ファミリーサポー
トセンター事業説
明会⑱

ブックスタートお
渡し会・ブックス
テップお渡し会⑪

冬のバードウォッ
チング⑪

ふくしまスイーツ・
プレミアム認証品
販売（道の駅ふくし
ま）（～22日）⑨

縄文体験（縄文魚釣り）⑩
Feeling Planetarium⑪
こけし絵付け体験⑫

縄文ものづくり体験（勾玉）⑩
年中行事「節分」⑪
ニューイヤーコンサー
トinA・O・Z⑫
ニューイヤーコンサー
ト⑬

⑪
親子で凧作り⑩
縄文ものづくり体験（土偶）⑩
新年揮毫会（～9日）⑪
ブックスタートお渡し
会・ブックステップお
渡し会⑪

⑪
縄文ものづくり体験（勾玉）⑩
御倉邸でお正月⑩
星兄のプラネタリウムSHOW☆⑪
劇団120〇ENと高校生に
よるテルサ演劇祭⑫
ニューイヤーフェスティ
バル⑬
いちごの日フェスタ（下段）

⑪
縄文ものづくり体験（土
偶キーホルダー）⑩
親子で学ぶ縄文人第３
回あなただけのしゃが
む土偶を作ろう⑩
聞きにこらんしょ昔話⑩
貸出2倍キャンペーン⑪
グループランニング⑬

FMポコ
１日㈰　午前９時30分
２日㈪　午後１時
３日㈫　午後３時30分

福島中央テレビ  ４日㈬　午前10時25分

テレビユー福島 ２日㈪　午前９時30分 福島放送  ４日㈬　午後２時５分

福島テレビ ３日㈫　午前８時35分 ラジオ福島 14日㈯　午後０時15分
21日㈯　午後０時15分


